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 はじめに 

本書を発刊するにあたり一言ご挨拶申し上げます。 

平成 23 年 3 月 11 日午後、東北仙台市の東方沖を震源とするマグニチュード 9 の大地震が発生し、日

本中を震撼する未曾有の大災害が発生しました。あれから 4 年以上が経過し、未だ現地では震災の爪

痕が消えていないにも関わらず、当時と比べて現地を報じる報道が減りつつある中で、私たちの記憶

もこれに比例し薄れつつあるのではないでしょうか。 

私たちの町焼津は、15 ㎞余の沿岸部を持っていることから、大震災前の防災対策とは異なり、 

“津波を中心とした防災対策が将来の街づくりの基本である”ことを当会議所におきましても最重要

課題と認識し、24 年度重点事業の一つとして当時の会頭である槇田堯氏の命により、6 月に「防災対

策研究委員会」を設立しました。 

会員企業・事業所からの最優先の要望であった津波対策を含めた防災対策の検討・協議をして、そ

の結果を市行政に要請することが、委員会設立の趣旨でありました。委員会運営のため防災対策に関

連性の高い、建設・運輸・ＩＴ企業など各分野の企業・事業所から総勢 11 名の方に委員としてご尽力

頂きました。 

その後「防災対策研究委員会」は津波対策などを主眼にインフラ整備要請の提言をして一つの役割

を終えたものの、防災に対する部会や会員企業の意識はやはり根強く、26 年 4 月からは「防災検討委

員会」がその思いを引き継ぎ設立。同年 6 月には前会頭の赤阪全七氏が、焼津市で設立した「津波対

策あんしん基金」への募金協力を推進することの決議文を発表するなど、商工会議所の津波対策への

取組み姿勢を内外に示しました。 

また、同じく 6 月には第 1 回「防災検討委員会」を開催し、以来、会員企業・事業所の支援を目的

に、防災意識の定着化など各企業・各事業所が自発的に防災意識を持てるような仕組みをテーマに取

り組んでまいりました。 

防災の基本は、あくまで「自助」です。自分の命は自分で守り、自分を守ることにより家族や友人

を助けることができます。本書の、“自分”を“自分の企業”に置き換えて参考にしていただければ、

企業・事業所、そしてそこに働く人の防災の在り方が見えてくると思います。 

“まれにしか遭遇しない災害をいかに具体的に自分自身でイメージできるか”“地震が発生し揺れた

瞬間にどう構えるか”“被災直後から７日間をどう乗り切るか”といった心構えや具体的な方策につい

て、防災検討委員会において時間をかけ議論を重ねた結果と、防災に向けた各委員の想いが本書には

込められています。 

未曾有の被害をもたらした東日本大震災を忘れることなく、また今後の防災の在り方を検討し続け

ていくためにも、皆様のご協力の下、2 つの委員会にて検討してきた事が本書として形になり、これ

が今後の防災体制の一助になれば、編集に携わった者として幸いです。 

最後に、本書作成に際し防災アドバイザー奥山事務所、奥山良一氏の多大なるご指導を受けました

ことを厚く御礼申し上げます。 

                     平成２７年９月吉日                                

焼津商工会議所防災対策委員会 委員長 北村 幸男 
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（
１
）
基
本
原
則

①
小
規
模
企
業
の
活
力
発
揮
の
必
要
性
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
小
企
業
者
を
含
む
小

規
模
企
業
に
つ
い
て
、
事
業
の
持
続
的
な
発
展
を
図
る
こ
と
【
第
３
条
】

②
小
企
業
者
の
円
滑
か
つ
着
実
な
事
業
の
運
営
を
適
切
に
支
援
す
る
こ
と
【
第
４
条
】

（
２
）
各
主
体
の
責
務

国
・
地
方
公
共
団
体
・
支
援
機
関
等
関
係
者
相
互
の
連
携
及
び
協
力
【
第
９
条
】

等

（
３
）
基
本
計

画
：

小
規
模
企
業
施
策
の
体
系
を
示
す
基
本
計
画
（
５
年
）
を
策
定
し
、
国
会
に
報
告
【
第
１
３
条
】

（
４
）
基
本
的

施
策

①
多

様
な
需

要
に
応

じ
た
商

品
・
サ

ー
ビ
ス
の
販
路
拡
大
、
新
事
業
展
開
の
促
進
【
第
１
４
条
、

第
１
５
条

】

（
国
内
外

で
の
販
路
開
拓
支
援
（
ＩＴ

活
用
支
援
等
）
、
経
営
戦
略
策
定
支
援
等
）

②
経
営
資
源
の
有
効
な
活
用
及
び
個
人
の
能
力
の
発
揮
の
促
進
【
第
１
６
条
、
第
１
７
条
】

（
事
業
承

継
・
創
業
・
第
二
創
業
支
援
、
女
性
や
青
年
等
の
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
強
化
等
）

③
地
域
経
済
の
活
性
化
に
資
す
る
事
業
の
推
進
【
第
１
８
条
、
第
１
９
条
】

（
地
域
の
多
様
な
関
係
者
と
の
連
携
の
促
進
、
地
域
需
要
対
応
型
事
業
の
推
進
等
）

④
適
切
な
支

援
体
制
の
整
備
【
第
２
０
条
、
第
２
１
条
】

（
各
支
援

機
関
の
役
割
の
明
確
化
・
連
携
の
強
化
、
手
続
き
の
簡
素
化
等
）

（
１
）
小
規
模

企
業
は
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
・
海
外
と
の
競
争
の
激
化
等
、
我
が
国
経
済
の
構
造
的
変
化
に
直
面
。
他
方
、
日

本
全

国
に
景

気
の

好
循

環
を
浸

透
さ
せ

、
地

方
に
強

靱
で
自

立
的

な
経

済
を
構

築
す
る
た
め
に
も
、
雇
用
を
支
え
、
新
た
な
需
要
に
き
め
細
か
く
対
応
で
き
る
小
規
模
事
業
者
の
役
割
が
重
要
。

（
２
）
平
成
２
５
年
に
改
正
し
た
中
小
企
業
基
本
法
で
は
、
「
小
規
模
企
業
に
対
す
る
中
小
企
業
施
策
の
方
針
」
を
位
置
づ
け
た
が
、
今
回
は
こ
れ
を
さ
ら
に
一
歩
す

す
め
、
小

規
模

企
業

を
中

心
に
据

え
た
新

た
な
施

策
の

体
系

を
構
築
す
べ
く
基
本
法
を
策
定
す
る
こ
と
が
必
要
。

１
．
背

景

「
小

規
模

企
業

振
興

基
本

法
【
小

規
模

基
本

法
】
」
の

概
要

○
小
規
模
企
業
の
振
興
の
基
本
原
則
と
し
て
、
小
企
業
者
（
概
ね
従
業
員
５
人
以
下
）
を
含
む
小
規
模

企
業
に
つ
い
て
、
中
小
企
業
基
本
法
の
基
本
理
念
で
あ

る
「
成
長
発
展
」
の
み
な
ら
ず
、
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
向
上
、
安
定
的
な
雇
用
の
維
持
等
を
含
む
「
事

業
の

持
続

的
発

展
」
を
位
置
づ
け
る
。

○
小
規
模
企
業
施
策
に
つ
い
て
５
年
間
の
基

本
計

画
を
定

め
、
政

策
の

継
続

性
・
一

貫
性

を
担

保
す
る
仕

組
み

を
作
る
。
具
体
的
に
は
、
小
規
模
企
業
者
に
よ

る
①

需
要

に
応

じ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

の
再

構
築

、
②

多
様

で
新

た
な
人

材
の

活
用

に
よ
る
事

業
の

展
開

・
創

出
、
③

地
域

の
ブ
ラ
ン
ド
化

・
に
ぎ
わ

い
の

創
出

等
を
推
進
す
べ
く
、
こ
れ
ら
に
応
じ
た
基
本
的
施
策
を
講
じ
る
。

２
．
法

律
の

概
要

３
．
措

置
事

項
の

概
要

小
規

模
企
業
の

役
割

課
題

小
規
模
企
業
が
と
る
べ
き

対
応
策

①
顧
客
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た

財
・
サ
ー
ビ

ス
の
提
供

需
要
の
変

化
・
減
少

顔
の
見
え
る
信
頼
関
係
を
よ
り

積
極
的
に
活
用
し
た
、
潜
在
的

な
需
要
を
掘
り
起
こ
す
た
め
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
再
構
築

②
雇
用
の
維

持
・
創
出

経
営
層
の

高
齢
化

雇
用
者
数

の
減
少

多
様
な
人
材
・
新
た
な
人
材
の

活
用
に
よ
る
事
業
の
展
開
・
創

出

③
地
域
経
済
社

会
の
担
い
手

地
域
全
体

の
活
力
の

低
下

地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
化
・
に
ぎ
わ

い
の
創
出

＜
小

規
模
企
業
の
役
割
・
課
題
・
対
応
策
＞
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（
１
）

こ
れ
ま
で
小
規
模
事
業
者
の
記
帳
や
税
務
の
指
導
を
行
っ
て
き
た
商
工
会
・
商
工
会
議
所
が
、
地

域
の
小
規
模
事
業
者
の
課
題
を
自
ら
の
課
題
と
し
て
捉

え
、
小
規

模
事
業
者
に
よ
る
事
業
計
画
の
策
定
を
支
援
し
、
そ
の
着
実
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
「
伴
走
型
」
の
支
援
を
行
う
体
制
を
、
中
小
機
構
の
知
見
も

活
用
し
な
が
ら
整
備
。

（
２
）

小
規
模
事
業
者
の
活
性
化
と
地
域

の
活
力
向
上
は
表
裏
一
体
。
市
区
町
村
や
地
域
の
金
融
機
関
、
他
の
公
的
機
関
、
大
企
業
・
中
規
模
企
業
等
と
の
連

携
の
強
化
、
地
域
産
品
の
展
示
会
の
開
催
等
、
地
域
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
面
的
な
支
援
を
通
じ
、
小
規
模
事
業
者
の
活
動
を
徹
底
的
に
支
援
。

（
３
）

以
上
の
取
組
を
通
じ
、
地
域
ぐ
る
み
で
小
規
模
事
業
者
を
支
援
す
る
体
制
を
全
国
各
地
に
構
築
。

（
１
）

人
口
減
少
等
の
我
が
国
経
済
社
会
の
構
造
的
変
化
に
よ
り
地
域
の
活
力
が
減
退
し
、
地
域
経
済
を
支
え
る
小
規
模
事
業
者
は
需
要
の
低
下
、
売
上
の
減

少
に
直
面

。

（
２
）

小
規
模
事
業
者
が
そ
の
地
域
で
経
営
を
持
続
的
に
行
う
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
再
構
築
を
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
全
国
的
に
整
備
す
る
こ

と
が
喫
緊
の
課
題
。

１
．
背

景

（
１
）
伴

走
型

の
事

業
計

画
策

定
・
実

施
支

援
の

た
め
の

体
制

整
備

－
需
要
開
拓

や
経
営
承
継
等
の
小
規
模
事
業
者
の
課
題
に
対
し
、
事
業
計
画

の
策
定
や
着
実
な
実
施
等
を
事
業
者
に
寄
り
添
っ
て
支
援
す
る
体
制
や
能

力
を
整
え
た
商
工
会
・
商
工
会
議
所
の
支
援
計
画
（
「
経
営
発
達
支
援
計

画
」
）
を
国
が
認
定
・
公
表
【
第
５
条
】
。

（
２
）
商

工
会

・
商

工
会

議
所

を
中

核
と
し
た
連

携
の

促
進

－
計
画
認
定
を
受
け
た
商
工
会
・
商
工
会
議
所
は
、
市
区
町
村
や
地
域
の
金

融
機
関
、
他
の
公
的
機
関
等
と
連
携
し
、
地
域
の
小
規
模
事
業
者
を
支
援

【
第
５
条
第
３
項
】
。
連
携
主
体
が
一
般
社
団
法
人
・
一
般
財
団
法
人
（
地
域

振
興
公
社
な
ど
）
ま
た
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
場
合
は
、
中
小
企
業
者
と
み
な
し
て
中

小
企
業
信
用
保
険
法
を
適
用
す
る
【
第
２
０
条
】
。

（
３
）
中

小
機

構
の

業
務

追
加

－
計
画
認
定
を
受
け
た
商
工
会
・
商
工
会
議
所
に
対
し
て
、
中
小
機
構
が
、
先

進
事
例
や
高
度
な
経
営
支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
情
報
提
供
等
を
実
施
【
第
２
１

条
】
。２
．
法

案
の

概
要

３
．
措

置
事

項
の

概
要

「
商

工
会

及
び
商

工
会

議
所

に
よ
る
小

規
模

事
業

者
の

支
援

に
関

す
る
法

律
の

一
部

を
改

正
す
る
法

律
【
小

規
模

支
援

法
】
」
の

概
要

【
地

域
ぐ
る
み

で
小

規
模

事
業

者
を
面
的

に
支

援
す
る
体

制
の

構
築

】

（
経

営
支

援
の

程
度

）

経
営

の
改

善
記

帳
、
税

務
指

導
等

経
営

の
発
達

潜
在
的
な
顧
客
層
に
向
け

た
商
品
の
販
売
方
法
の

変
更
等
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
再
構
築

小
規

模
事

業
者

商
工

会
・
商
工

会
議

所

経
営

発
達
支
援
事
業

・
事
業
者
の
事
業

計
画
策
定
支
援

・
需
要
開
拓
・
経
営

承
継
等
の
支
援

地
域

経
済

の
活

性
化

支
援

関
係

機
関

－
市
区
町
村
・
都
道
府
県

－
地
銀
・
信
金
・
信
組

－
他
の
支
援
機
関

－
大
学

－
農
協

－
Ｎ
Ｐ
Ｏ

－
大
企
業
・
中
規
模
企
業 等

経
済

産
業
大
臣

認
定

連
携

※
関
係
府
省
庁
と
連
携

・
地
域
産
品
の
展
示

会
開
催
、
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
運
営
等
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は
じ
め
に

 

  
従

来
、
防

災
計
画
と

し
て

は
国

レ
ベ
ル
の

総
合

的
か

つ
長
期
的

な
計

画
で

あ
る
防
災

基
本

計
画

と
、
地
方

レ
ベ

ル
の

都
道
府
県

及
び

市
町

村
の

地
域
防

災
計
画
を

定
め

、
そ

れ
ぞ
れ
の

レ
ベ

ル
で

防
災
活
動

を
実

施
し

て
き
ま
し

た
。
 

 
し

か
し
、

東
日
本
大

震
災

に
お

い
て
、
自

助
、

共
助

及
び
公
助

が
う

ま
く

か
み
あ
わ

な
い

と
大

規
模
広
域

災
害

後
の

災
害
対
策

が
う

ま
く

働
か

な
い
こ

と
が
強
く

認
識

さ
れ

ま
し
た
。

 
 

そ
の

教
訓
を

踏
ま
え

て
、
平

成
25
年

の
災
害

対
策
基

本
法
で

は
、
自

助
及
び

共
助
に

関
す
る

規
定
が

追
加
さ

れ
ま
し

た
。
そ

の
際
、

地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
共

助
に
よ
る
防

災
活
動

の
推
進

の
観
点

か
ら
、
市

町
村

内
の

一
定
の

地
区
の

居
住
者

及
び
事

業
者

（地
区

居
住

者
等
）
が

行
う
自

発
的

な
防

災
活
動

に
関

す
る
「地

区
防

災
計
画

制
度
」
が
新

た
に
創

設
さ

れ
ま

し
た
（

平
成
2
6年

４
月

１
日
施

行
）
。

 

地
区

防
災

計
画

と
は
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本

ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
は

、
災

害
対

策
基
本
法

に
基

づ
き

、
地
区
居

住
者

等
が

、
地
区
防

災
計

画
を

実
際
に
作

成
し

た
り

、
計
画
提

案
を

行
っ

た
り

す
る

際
に

活
用
で

き
る
よ

う
に
、

制
度
の

背
景
、
計

画
の
基

本
的
な
考

え
方

、
計

画
の
内

容
、
計

画
提

案
の
手

続
、
計
画

の
実
践

と
検
証

等
に
つ
い
て
説

明
し
て

い
ま
す

。
 

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

内
容
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国土強靱化基本計画の概要

国土強靱化基本計画について

○国土強靱化基本法第10条に基づく計画で、国土強靱化に係る国の他の計画等の指針となるもの

（アンブレラ計画）

○脆弱性評価結果を踏まえた、施策分野ごと及びプログラムごとの推進方針を定める

●国土強靱化の基本的考え方（第１章）

●脆弱性評価（第２章） 略
●国土強靱化の推進方針（第３章） ～施策分野ごとの推進方針～

●計画の推進と不断の見直し（第４章）
○今後、国土強靱化に係る国の他の計画について必要な見直しを行いながら計画を推進

○概ね5年ごとに計画内容の見直し、それ以前においても必要に応じて所要の変更

○起きてはならない最悪の事態を回避するプログラムの推進計画（※）を毎年度の国土強靱化アクションプランとし

て推進本部が策定。これにより施策やプログラムの進捗管理及び重要業績指標等による定量的評価を実施。

（※）プログラムごとの推進方針（略）に重要業績指標（KPI）を加えて作成

○重点化すべき15プログラムを重点的に推進

【行政機能／警察・消防等分野】

・政府全体の業務継続計画を踏まえた対策の推進 等

【住宅・都市分野】

・密集市街地の火災対策、住宅・学校等の

耐震化、建築物の長周期地震動対策 等

【保健医療・福祉分野】

・資機材、人材を含む医療資源の適切な配分を通じた

広域的な連携体制の構築 等

【エネルギー分野】

・エネルギー供給設備の災害対応力、

地域間の相互融通能力の強化 等

【金融分野】

・金融システムのバックアップ機能の確保、

金融機関横断的な合同訓練の実施 等

【情報通信分野】

・情報通信システムの長期電力供給停止等に対する

対策の早期実施 等

【産業構造分野】

・企業連携型BCP/BCMの構築促進 等

【交通・物流分野】

・交通・物流施設の耐災害性の向上 等

【農林水産分野】

・農林水産業に係る生産基盤等のハード対策や流通・

加工段階のBCP/BCM構築等ソフト対策の実施 等

【国土保全分野】

・防災施設の整備等のハード対策と警戒避難体制の

整備等のソフト対策を組み合わせた総合的な対策 等

【環境分野】

・災害廃棄物の迅速かつ適正な処理を可能とする廃棄物

処理システムの構築 等

【土地利用（国土利用）分野】

・多重性・代替性を高めるための日本海側と太平洋側の

連携 等

【リスクコミュニケーション分野】

・国や自治体、国民や事業者等の自発的取組促進の

ための双方向コミュニケーション、教育、訓練 等

【老朽化対策分野】

・長寿命化計画に基づく、メンテナンスサイクルの構築

等

【研究開発分野】

・自然災害・老朽化対策に資する優れた技術の研究開発、

普及、活用促進 等

〔理念〕
○国土強靱化の基本目標

①人命の保護
②国家・社会の重要な機能が致命的な障害を受け
ず維持される

③国民の財産及び公共施設に係る被害の最小化
④迅速な復旧復興

○災害時でも機能不全に陥らない経済社会システム
を平時から確保し､国の経済成長の一翼を担う

〔基本的な方針等〕
○依然として進展する東京一極集中からの脱却、「自律・
分散・協調」型の国土の形成

○施策の重点化、ハード対策とソフト対策の適切な組み
合わせ

○既存社会資本の有効活用等による費用の縮減
○PPP/PFIによる民間資金の積極的な活用
○PDCAサイクルの繰り返しによるマネジメント 等

〔特に配慮すべき事項〕
○オリンピック・パラリンピックに向けた対策 等

平成26年６月３日
閣議決定
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・法
定
計
画
、
閣
議
決
定
、
概
ね
５
年
ご
と
に
見
直
し

・国
の
他
の
計
画
等
の
見
直
し
、
施
策
の
推
進
に
反
映

・施
策
分
野
ご
と
及
び
最
悪
の
事
態
を
回
避
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
ご
と
の
推
進
方
針
を
記
載

国
土
強
靱
化
基
本
計
画

・国
土
強
靱
化
推
進
本
部
決
定
、
毎
年
度
策
定

・プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
捗
管
理
、
毎
年
度
の
施
策
の
検
討
に
活
用

・最
悪
の
事
態
を
回
避
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
ご
と
の
推
進
計
画
（推

進
方
針
及
び
Ｋ
Ｐ
Ｉ目

標
値
）及

び
主
要
施
策
を
記

載

国
土
強
靱
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

国
土
強
靱
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
2
0
1
5
の
概
要

国
土
強
靱
化

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

脆
弱
性
評
価
の
指
針

国
土
強
靱
化
基
本
計
画
案

閣
議
決
定

本
部
決
定

国
土
強
靱
化

基
本
計
画

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

（
１
年

）

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

（
概

ね
５
年
）

国
の

他
の

計
画

の
見
直
し

国
土

強
靱
化
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
20

15
の
策
定

･進
捗
状
況
の
把
握
等

･プ
ロ
グ
ラ
ム
の

最
適

化

次
期

基
本
計
画
に

向
け
て

･次
期
脆
弱
性
評
価

の
進
化
に
向
け
た

検
討

地
域

計
画

の
策

定
推

進
・
支
援

民
間

取
組
促
進広

報
活

動

計
画

の
推
進
と

不
断

の
見
直
し

進
捗
管
理
の
徹
底

進
捗
管
理
の
徹
底

①
重
要
業
績
指
標
（Ｋ

Ｐ
Ｉ）
の
充
実

・指
標
の
見
直
し
(災

害
の
発
生
・対

応
を
踏
ま
え
た
追
加
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
適
し
た

内
容
の
指
標
へ
変
更
、
指
標
の
目
標
を
平
成
2
6
年
度
に
達
成
見
込
み
で
新
指
標

へ
差
し
替
え
）

・現
状
値
の
迅
速
な
把
握

(調
査
作
業
の
前
倒
し
、
速
報
値
の
算
出
等
に
よ
り
、
新
た

に
現
状
値
を
迅
速
に
把
握
）

・平
成
３
０
年
度
目
標
値
の
明
示

(新
た
に
参
考
値
と
し
て
平
成
3
0
年
度
値
を
公
表
）

②
統
合
進
捗
指
数
（Ｉ
Ｐ
Ｉ)
の
試
行
的
導
入

・プ
ロ
グ
ラ
ム
ご
と
に
、
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
ご
と
に
含
ま
れ
る
全
て
の
個
別
指
標
の
現
状

の
達
成
度
と
計
画
期
間
内
の
進
捗
率
を
同
等
に
評
価

・プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
の
進
捗
状
況
の
把
握
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
間
の
進
捗
の
比
較
に
活
用

・ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
2
0
1
4
の
進
捗
状
況
等
を
踏
ま
え
、
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
計
画

を
見

直
し

・最
近
の
大
規
模
災
害
を
踏
ま
え
た
取
組
の
充
実

等
に
よ
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
最
適
化

・地
域
活
性
化
と
の
連
携
、
民
間
に
よ
る
取
組

及
び
地
域
計
画
の
策
定
・支

援
の
促

進
に
よ
り
実
効
性
を
確
保

・重
点
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る
工
程
表
の
作
成
に
よ
り
施
策
を
可
視
化

国
土
強
靱
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
2
0
1
5

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
・改

善
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
・改

善

国
土
強
靱
化
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

1

平
成
2
7
年
６
月
1
6
日

国
土
強
靱
化
推
進
本
部
決
定



 

 

 

 

 

 

 

静岡県から企業に求める防災対策の概要 
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このリーフレットは、平成 年８月に県内の民間事業所 社を対象に
実施した「東海地震についての企業防災実態調査」結果の主要項目をまと
めたものです。

あなたが勤務する事業所の防災対策は十分ですか？

いつきてもおかしくない地震に対処するためには、日頃から
の地震防災対策への取組みが必要不可欠です。

是非、事業所個々の対策を早急に確立し、その上で地域の自
主防災組織などと連携しながら「地域ぐるみの地震防災対策の
確立」を目指しましょう。

・この中の数字は、回答に御協力くださった事業所 社を

％として集計した比率です。設問によっては設問対象

となる事業所数が異なる場合があります。

・集計の都合上、四捨五入していますので、合計が ％に

ならない場合があります。

・複数回答の場合は、合計が ％を超えることがあります。

・「無回答」は設問事項について回答がなかったものをさし

ます。

静岡県危機管理部危機情報課

電話 ●危機管理部ホームページアドレス http://www.pref.shizuoka.jp/bousai/ 

●危機管理部危機情報課メールアドレス boujou@pref.shizuoka.lg.jp 

● 調 査 区 域 静岡県下全域

● 調 査 対 象 平成 年経済センサス－活動調査事業所名簿から抽出

した建設業、製造業、情報通信業、運輸業、卸売業、

小売業、金融業，保険業、不動産業、

学術研究，専門・サービス業、宿泊業、飲食サービス業、

生活関連サービス業，娯楽業、教育学習支援業、

医療，福祉、複合サービス事業、

サービス業（他に分類されない）の事業所 社

● 回 収 率 ％

● 調 査 方 法 郵送調査法

● 調 査 期 間 平成 年 月 日 ～ 月 日

● 調査実施機関 （株）東京商工リサーチ静岡支店

平成 年度 東海地震

企業防災実態調査結果の概要

＜東海地震についての関心度＞

 

地震対策資料

Ｎｏ ２８４－２０１４
 

非常に

関心が

ある

62.4%

多少関心

がある

34.5%

あまり関心

はない

2.6%

全く関心は

ない

0.2%

無回答

0.3%

件数＝938
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備蓄量はどのくらいを見込んでいますか。

24.9

49.7 19.0

18.0

3.0

4.1

27.4

49.7

1.0

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成22年度

（件数＝811）

平成26年度

（件数＝938）

あなたの事業所では、緊急時に備えて非常用の飲料水や食料を準備していますか。Ｑ

飲料水と食料をともに準備している事

業所が ％あり、飲料水のみ準備して

いる事業所は ％、食料のみ準備して

いる事業所は ％でした。

食料のみ 
準備している 

準備して 
いない 

飲料水と 
食料とも準備 
している 

飲料水のみ 
準備している 

無回答 

平成26年度 
（件数＝938） 

Ｑ 飲料水は「３日分未満」と回答した事業所

が ％、食料は「３日分未満」と回答した

事業所が ％でした。

備蓄量は、飲料水・食料ともに発災

後数日間（事業所が策定していなけれ

ば７日程度）従業員を事業所内に留め

ておけるよう準備をしましょう。また、

賞味期限等にも配慮する必要があります。も

う一度、備蓄量を確認してください。

飲 料 水 ・ 食 料 の 備 蓄 

6.3

9.5 11.8

15.0

34.5

38.7

35.1

33.2

9.2

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　　　　食料

（件数＝494）

　　　飲料水

（件数＝644）

４～６日分 ７日分以上 ３日分未満 ３日分 無回答 

安全確保は事業継続の 

  非常食といえば缶詰。最近は、味にこだわった製品が増えています。 
 「災害時こそきちんと食事をして健康を維持する」そんな考え方が、 
 味気なかった非常食を変え始めています。(写真はパンの缶詰) 
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緊 急 時 へ の 備 え 

Ｑ 緊急時に備えて従業員や顧客のために、下記のものを準備していますか。

「ラジオ」を回答した事業所が、 ％

と５割を超える結果となりました。

「準備していない」事業所は、 ％で

した。

準備をしている事業所の準備対象は、

「一部従業員・顧客（帰宅困難となった顧

客・従業員や災害対策要員等）」が ％

と、 割を超える結果となりました。

Ｑ 準備している対象は誰ですか。

36.2

25.8

2.2

33.5

5.2

52.1

0 20 40 60

ラジオ

毛布

災害用トイレ

その他

準備していない

無回答
件数＝938

(％)

全従業員

29.2%一部従業

員・顧客

（帰宅困難

となった顧

客・従業員

や災害対策

要員等）

63.1%

その他

5.3%

無回答

2.5%

件数＝607

「原点」です。 

トイレの行列に耐えられないから水分を控えて我慢する。 
過去の震災では、そんな無理をして体調を崩す人もいました。 
災害時に困らないために簡易トイレを備えておきましょう。 

●災害時の役割分担と責任者を決め、権限やその範囲を明確化する。
●平常時・発生時・発生直後・復旧時の行動計画を決めておく。
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事業所用防災の取組みポイント 
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影響範囲 ～1週間 ～1ヵ月 1ヵ月～

自助

共助

自助

共助

公助

自助とは、自ら(家族も含む)の命は自らが守ること、または備えること
共助とは、近隣が互いに助け合って地域を守ること、または備えること

公助とは、市町村をはじめ警察・消防・ライフラインを支える各社による応急・復旧対策活動

地震 ～５強 ～６強 ７

津波 ～５０ｃｍ ～２ｍ ２ｍ～

避難場所 自宅 避難所 疎開先

求められる物 インフラ 衣食住 医職住

通院ツアー
巡回病院

事業継続

お互い様家
（おたがいさまや）

影響期間

影響度合いのマトリックス図

凡例

広域

地域限定

地区限定

自助

公助

公助

共助



人
命

安
全

確
保

物
損

対
策

危
機

対
応

利
益

創
出

事
前

対
応

事
後

対
応

小
規
模
企
業

（
２
０
名
未
満
）

○
△

△
○

△
△

中
規
模
企
業

（
５
０
名
未
満
）

○
△

△
○

○
△

大
規
模
企
業

（
５
０
名
以
上
）

○
○

○
○

○
○

事
業

継
続

△
　
余
力
が
あ
れ
ば
対
応
す
る

中
小
企
業
の
規
模
別
ア
プ
ロ
ー
チ

中 小 企 業

防
　
災

　
　
　
　
　
　
ア
プ
ロ
ー
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
内
　
容

　
企
業
規
模

企
業

存
続
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防
災
に
対
す
る
取
り
組
み
の
費
用
対
効
果
の
考
え
方

取
組
み
内
容

費
用
効
果

備
　
　
考

取
組
み

優
先

順
位

人
命
の
安
全
確
保

中
大

１
０
０
円
均
一
商
品
の
利
用
や

　
知
恵
を
使
う
と
安
く
な
る

第
１
位

防
災
訓
練

小
大

人
と
時
間
は
か
か
る
が

　
費
用
は
あ
ま
り
か
か
ら
な
い

第
２
位

備
蓄

中
中

被
害
が
大
き
く
影
響
が
続
く
場
合
は

　
効
果
が
大
き
い

第
３
位

防
災
対
策

（
耐
震
等
物
損
対
策
）

大
中

費
用
を
か
け
た
割
に
あ
ま
り
効
果
は

　
期
待
で
き
な
い

第
４
位
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防災訓練実施の薦め 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．訓練の目的

社員が安心・安全に暮らすため、その生命、身体及び
財産を災害から守る防災対策は、企業経営上最も
重要な施策の一つです。
ひとたび大規模な災害が発生したときには、
被害の拡大を防ぐため、国や県、市は全力で対応しますが、
防災関係機関の対応（公助）だけでは限界があります。
早期に実効性のある対策をとることが難しい場合や
行政自身も被害を受けていることが考えられるため、
社員一人ひとりが、自分の身を自分の努力によって
守る（自助）とともに、普段から顔を合わせている企業や
近隣住民が集まって、互いに協力し合いながら、
防災活動に組織的に取組むこと（共助）が必要です。
そして、「自助」「共助」「公助」が有機的に防災組織の
運営については、企業の自発的な活動であるため、
訓練においても自発的な計画・活動が必要であり、
地区の実情に即した訓練を実施し、

企業の防災力の向上を

図ることで、いざというときに備えます。

２．企業防災力の向上 

災害・防災の正しい知識を習得することから始まり、 
地域の危険箇所等、社員の皆様が住んでいる場所に 
ついて把握し、災害時に対応・行動できるように、各種訓練を
行います。 
訓練を行う上で、どういった方針で訓練を進めるのかを役員
会等でよく話し合い、明確にする必要があります。いきなり訓
練を実施するのではなく、事前に以下のような項目について
準備をしておくと、より効果的な訓練が実施できます。 
 
企業防災力の向上 
① 地域を知る 
② 災害を知る 
③ 技術の習得 
④ 人命が第１優先 
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２-２．災害を知る

地震・津波・風水害その他の災害に関して、
発生のメカニズム等についての知識を習得し、
災害と被害の関係について知り、さらには、
過去の災害事例についても知り、問題点を
検討するきっかけをつくります。

本防災チェックリストの

「災害事象別フロー」を
ご参照ください。

19

２-１．地域を知る

会社が存在している地域を知っておくことは、
防災活動上大切なことです。
防災の視点で地域を見たり、地域防災地図の
作成や見直しを行い、皆さんの住んでいる
生活空間を防災の視点から点検を行い，がけ地や看
板、ガラスの落下など危険と思われる場所、集会所、
コンビニエンスストア、病院など災害発生時に役立つ
施設、公園や避難場所がどこにあるか、といったことな
どを把握します。
災害時には、あらかじめ決めておいた避難経路に問
題が生じることもあります。
避難経路や避難場所は複数用意しておき、その状況
を適切に判断して、もっとも安全な選択をします。
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防災カードの使い方 
 
 
 
 
【行動パターンカード】  ２２ページ～３３ページ 
   
【想定シーンカード】  ３６ページ～４１ページ 

ご利用の皆様へ 

 
 

この度は、本チェックリストをご覧いただき有難うございます。 

以下の【行動パターンカード】、【想定シーンカード】は、皆様の防

災に関する知識の向上の一助となることを目的に作成しました。 

 

このカードに記載されている内容は、一つのヒントとして記載され

ております。表面に行動パターン、想定場面が記載してあり、裏面

には表面の対応策等が記載されております。カードを線に沿って切

り取っていただくとお使いいただけます。 

実際の場面や場所によっては、カードの状況と異なることもありま

すので、ご利用される皆様方で良く学習されて違いを整理し直すこ

とをお勧め致します。 

 

いずれにしても皆様方の防災に取り組む際の参考資料としてご利用

いただければ幸いです。 
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行動パターンカード・想定シーンカードの使い方 

１．A4サイズのままコピーして使用する場合 
  ◆ 準備 
  ・ イラスト面・ヒント集をコピーする 
  ・ イラスト面とヒント集の印刷面を表にして（裏を背合わせにする） 
                 １ページ毎にラミネータに封入する 
                 （なければクリアファイルに入れる） 
  ◆ 使い方 
  ・ 社員に集まってもらう 
  ・ 最初に災害の状況を伝える（ex.東海地震発生震度７、津波３分後 １０ｍ） 
  ・ イラスト面を皆さんに見て頂きNo1から順番にイラスト面を読み上げる 
  ・ 社員の方から考えを述べて頂きある程度発言が終わったら 
  ・ 参考にヒント集を読み上げる 
  ・ 次のページへ進める 
  ・ 全て終了したら全員に感想を述べて頂く 

２．A4サイズのままコピーして１コマづつ切って使用する場合 
  ◆ 準備 
  ・ イラスト面・ヒント集をコピーする 
  ・ １コマづつ線に沿って切る 
  ・ イラスト面とヒント集の印刷面を表にして（裏を背合わせにする） 
                 １ページ毎にラミネータに封入する 
                 （なければトレーディングカードポケットに入れる） 
  ◆ 使い方 
  ・ 社員に集まってもらう 
  ・ 最初に災害の状況を伝える（ex.東海地震発生震度７、津波３分後 １０ｍ） 
  ・ イラスト面を表にして机の上に並べる 
    （行動パターンカードは時間や日にちの区切り単位に、 
     想定シーンカードは１ページ単位に） 
  ・ 皆さんに見て頂きNo1から順番に 
  ・ 社員の方から考えを述べて頂きある程度発言が終わったら 
  ・ 参考にヒント集を読み上げる 
  ・ 次のNo.へ進める 
  ・ 全て終了したら全員に感想を述べて頂く 
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【実
践

編
】

地
震

が
起

き
た
ら

ど
う
す
る
か
？

時
間

別
行

動
パ

タ
ー
ン

発
生

直
後

災
害

発
生

時
の
行

動
１
～

２
分

後
初

期
消

火
活

動

３
分

後
救

出
活

動
医

療
救

護
活

動
応

急
手

当
出

血
応

急
手

当
火

傷

行
動

０
１

行
動

０
２

行
動

０
３

行
動

０
４

行
動

０
５

行
動

０
６

行
動

０
７

行
動

０
８

行
動

０
９

行
動

１
０



23

初
期

消
火

活
動

出
火

防
止

の
た

め
の

活
動

や
、
初

期
消

火
活

動
を

行
い

ま
す

。
た

だ
し

、
消

防
署

や
消

防
団

が
到

着
す

る
ま

で
の

間
、
火

災
の

拡
大

延
焼

を
防

ぐ
の

が
基

本
で

す
。

け
っ

し
て

無
理

は
し

な
い

よ
う

に
。

１
～

２
分

後

（
津

波
、
山

・
が

け
崩

れ
の

危
険

が
予

想
さ

れ
る

地
域

は
す

ぐ
避

難
）
津

波
避

難
は

遠
く
で

な
く
高

い
所

へ
ラ

イ
フ

ジ
ャ

ケ
ッ

ト
か

浮
く
リ

ュ
ッ

ク
を

身
に

着
け

て
行

動
す

る
事

。
●

 火
元

を
確

認
、
出

火
し

て
い

た
ら

初
期

消
火

。
●

 家
族

の
安

全
を

確
認

●
 靴

を
は

く
（
ガ

ラ
ス

の
破

片
な

ど
か

ら
足

を
守

る
）
。

●
 非

常
持

出
品

を
手

近
に

用
意

す
る

（
避

難
の

妨
げ

に
な

ら
な

い
物

量
に

制
限

す
る

事
）。

災
害

発
生

時
の

行
動

災
害

時
に

は
、
家

屋
等

の
下

敷
き

に
な

る
人

や
け

が
人

の
発

生
、
出

火
な

ど
、
さ

ま
ざ

ま
な

事
態

が
発

生
す

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

地
震

に
よ

る
液

状
化

の
発

生
で

住
宅

が
倒

壊
す

る
場

合
も

あ
る

の
で

液
状

化
危

険
地

域
で

は
注

意
が

必
要

で
す

。
公

共
機

関
と

連
絡

を
取

り
合

い
な

が
ら

、
地

域
の

み
ん

な
で

力
を

合
わ

せ
て

活
動

し
ま

し
ょ

う
。

発
生

直
後

●
 落

ち
着

い
て

、
自

分
の

身
を

守
る机

の
下

な
ど

へ
も

ぐ
る

。
倒

れ
て

く
る

家
具

や
落

下
物

に
注

意
を

。

●
 火

の
始

末
は

す
ば

や
く

コ
ン

ロ
の

火
を

消
し

、
ガ

ス
の

元
栓

を
閉

め
る

。
無

理
は

し
な

い
。

●
 ド

ア
や

窓
を

開
け

て
、
逃

げ
道

を
確

保
す

る
。

は
じ

め
に

地
震

が
発

生
し

た
と

き
、
被

害
を

最
小

限
に

お
さ

え
る

に
は

、
一

人
ひ

と
り

が
あ

わ
て

ず
に

適
切

な
行

動
を

す
る

こ
と

が
極

め
て

重
要

で
す

。
そ

の
た

め
に

は
、
み

な
さ

ん
が

地
震

に
つ

い
て

関
心

を
持

ち
、
 い

ざ
と

い
う

と
き

に
落

ち
つ

い
て

行
動

で
き

る
よ

う
、
日

頃
か

ら
地

震
の

際
の

正
し

い
心

構
え

を
身

に
つ

け
て

お
く

こ
と

が
大

切
で

す
。

応
急

手
当

　
火

傷

流
水

で
十

分
冷

や
す

。
（
患

部
に

直
接

強
い

圧
力

が
か

か
ら

な
い

よ
う

に
注

意
）

衣
類

の
上

か
ら

や
け

ど
を

し
た

場
合

は
、
無

理
に

脱
が

さ
ず

そ
の

ま
ま

冷
や

す
。

水
疱

（
水

ぶ
く
れ

）
を

破
ら

な
い

。

冷
や

し
た

後
は

、
消

毒
ガ

ー
ゼ

か
き

れ
い

な
布

で
保

護
し

、
医

療
機

関
へ

搬
送

す
る

。

応
急

手
当

　
出

血

出
血

し
て

い
る

部
分

に
ガ

ー
ゼ

や
タ

オ
ル

を
当

て
、
そ

の
上

か
ら

手
の

ひ
ら

で
圧

迫
す

る
（
圧

迫
止

血
）。

」

こ
の

際
、
傷

口
は

心
臓

よ
り

高
い

位
置

に
す

る
。

ま
た

、
感

染
を

防
ぐ

た
め

、
で

き
る

限
り

、
ビ

ニ
ー

ル
手

袋
や

ビ
ニ

ー
ル

袋
を

使
用

す
る

の
が

望
ま

し
い

。

医
療

教
護

活
動

大
災

害
時

に
は

大
量

の
負

傷
者

が
出

る
た

め
、
す

ぐ
に

医
師

に
よ

る
治

療
が

受
け

ら
れ

る
と

は
限

り
ま

せ
ん

。
そ

の
場

合
は

応
急

手
当

て
を

行
い

、
救

護
所

へ
搬

送
し

ま
し

ょ
う

。

救
出

活
動

負
傷

者
や

倒
壊

し
た

家
屋

な
ど

の
下

敷
き

に
な

っ
た

人
た

ち
の

救
出

・
救

助
活

動
を

行
い

ま
す

。
た

だ
し

、
救

出
作

業
は

危
険

を
伴

う
場

合
が

あ
り

ま
す

の
で

、
二

次
災

害
に

十
分

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。

３
分

後

隣
近

所
の

安
全

を
確

認
特

に
一

人
暮

ら
し

高
齢

者
な

ど
災

害
時

要
援

護
者

が
い

る
世

帯
に

は
積

極
的

に
声

を
か

け
、
安

否
を

確
認

す
る

。

行
動

０
１

行
動

０
６

行
動

０
５

行
動

１
０

行
動

０
４

行
動

０
９

行
動

０
３

行
動

０
８

行
動

０
２

行
動

０
７
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応
急

手
当

骨
折

応
急

手
当

捻
挫

５
分

後
情

報
の
収

集
と
伝

達
安

否
確

認
方

法

　
災

害
時

伝
言

ダ
イ
ヤ
ル

公
衆

電
話

中
継

地
点

携
帯

電
話

の
伝

言
板

１
０
分

後

行
動

１
１

行
動

１
２

行
動

１
３

行
動

１
４

行
動

１
５

行
動

１
６

行
動

１
７

行
動

１
８

行
動

１
９

行
動

２
０
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安
否

確
認

方
法

災
害

用
伝

言
ダ

イ
ヤ

ル
「
1
7
1
」
を

利
用

す
る

。
N
T
T
は

、
震

度
6
以

上
の

地
震

発
生

時
な

ど
被

災
地

へ
の

安
否

確
認

電
話

が
集

中
す

る
場

合
に

「
災

害
用

伝
言

ダ
イ

ヤ
ル

」
サ

ー
ビ

ス
を

開
始

し
ま

す
。
事

前
契

約
な

ど
は

不
要

で
、
サ

ー
ビ

ス
開

始
は

テ
レ

ビ
や

ラ
ジ

オ
で

告
知

さ
れ

ま
す

。
1
7
1
番

へ
ダ

イ
ヤ

ル
す

る
と

ガ
イ

ダ
ン

ス
が

流
れ

る
の

で
、
そ

れ
に

従
っ

て
利

用
し

ま
す

。

情
報

の
収

集
と

伝
達

公
的

防
災

機
関

と
連

絡
を

取
り

合
い

、
災

害
に

関
す

る
正

し
い

情
報

を
住

民
に

伝
達

し
ま

す
。

ま
た

、
地

域
の

被
害

状
況

や
火

災
の

発
生

状
況

を
と

り
ま

と
め

ま
す

。

５
分

後

●
 ラ

ジ
オ

な
ど

で
情

報
を

確
認

間
違

っ
た

情
報

に
ま

ど
わ

さ
れ

な
い

よ
う

に
。

●
 電

話
は

な
る

べ
く
使

わ
な

い
。

●
 家

屋
倒

壊
な

ど
の

恐
れ

が
あ

れ
ば

避
難

す
る

。
ブ

ロ
ッ

ク
塀

や
ガ

ラ
ス

に
注

意
。

車
は

使
用

し
な

い
こ

と
（山

岳
部

な
ど

の
一

部
地

域
を

除
く
）。

応
急

手
当

　
捻

挫

患
部

を
冷

や
す

。

く
つ

を
は

い
た

ま
ま

、
上

か
ら

三
角

巾
や

布
で

固
定

す
る

。

応
急

手
当

　
骨

折

折
れ

た
部

分
に

添
え

木
（副

木
）

を
あ

て
て

固
定

し
、
医

療
機

関
へ

搬
送

す
る

。

適
当

な
添

え
木

が
な

け
れ

ば
、

板
、
雑

誌
、
傘

、
段

ボ
ー

ル
な

ど
、

身
近

に
あ

る
も

の
で

代
用

す
る

。

１
０
分

後

●
 自

宅
や

会
社

に
留

ま
る

か
、
ま

た
は

、
避

難
場

所
へ

の
移

動
を

行
う

か
判

断
ポ

イ
ン

ト
に

な
る

。

●
　
別

の
場

所
に

い
る

家
族

と
の

合
流

を
目

指
し

た
行

動
を

開
始

す
る

こ
と

も
こ

の
タ

イ
ミ

ン
グ

当
た

り
か

ら
開

始
さ

れ
る

。

●
　
自

宅
・
会

社
を

離
れ

る
際

に
は

忘
れ

ず
に

戸
締

り
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

携
帯

電
話

の
伝

言
板

携
帯

電
話

各
社

は
、
震

度
6
弱

以
上

の
地

震
な

ど
の

災
害

が
発

生
し

た
場

合
に

「
災

害
用

伝
言

板
」を

開
設

し
ま

す
。

利
用

者
は

自
ら

の
安

否
情

報
を

伝
言

板
に

登
録

で
き

ま
す

。

登
録

さ
れ

た
伝

言
は

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

介
し

て
、
パ

ソ
コ

ン
や

他
社

の
携

帯
電

話
か

ら
も

見
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

中
継

地
点

災
害

時
に

は
、
被

災
地

外
か

ら
被

災
地

内
へ

の
電

話
は

集
中

し
て

掛
か

り
に

く
く
な

り
ま

す
が

、
被

災
地

か
ら

外
部

へ
の

電
話

は
比

較
的

つ
な

が
り

や
す

い
と

考
え

ら
れ

ま
す

。
そ

の
た

め
、
遠

隔
地

の
親

せ
き

や
友

人
な

ど
に

連
絡

中
継

点
に

な
っ

て
も

ら
う

の
も

有
効

で
す

。
被

災
地

内
の

家
族

が
各

々
そ

の
中

継
点

に
連

絡
す

る
こ

と
で

、
お

互
い

の
安

否
確

認
が

で
き

る
わ

け
で

す
。

公
衆

電
話

公
衆

電
話

は
災

害
時

に
接

続
制

御
を

受
け

な
い

優
先

電
話

な
の

で
、

携
帯

電
話

を
含

め
た

一
般

電
話

よ
り

つ
な

が
り

や
す

く
な

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
被

災
地

で
広

域
停

電
が

発
生

し
た

場
合

に
は

緊
急

措
置

と
し

て
無

料
で

開
放

さ
れ

ま
す

。

災
害

時
伝

言
ダ

イ
ヤ

ル

災
害

用
伝

言
ダ

イ
ヤ

ル
（１

７
１
）

は
、
地

震
・噴

火
な

ど
の

災
害

の
発

生
に

よ
り

、
被

災
地

へ
の

通
信

が
増

加
し

、
つ

な
が

り
に

く
い

輻
輳

（ふ
く
そ

う
）状

況
に

な
っ

た
場

合
に

提
供

が
開

始
さ

れ
ま

す
。

行
動

１
１

行
動

１
６

行
動

１
５

行
動

２
０

行
動

１
４

行
動

１
９

行
動

１
３

行
動

１
８

行
動

１
２

行
動

１
７
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子
供

の
迎

え
元

栓
を
閉

め
る

避
難

に
関

す
る
知

識
避

難
の

タ
イ
ミ
ン
グ

避
難

時
の

服
装

避
難

時
の

ポ
イ
ン
ト

避
難

誘
導

３
０
分

後
余

震
に
注

意
津

波
火

災
に
注

意

行
動

２
１

行
動

２
２

行
動

２
３

行
動

２
４

行
動

２
５

行
動

２
６

行
動

２
７

行
動

２
８

行
動

２
９

行
動

３
０
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避
難

時
の

服
装

●
 ヘ

ル
メ

ッ
ト
（
防

災
ず

き
ん

）
を

か
ぶ

る
。

●
 非

常
持

出
品

は
リ

ュ
ッ

ク
サ

ッ
ク

に
入

れ
て

背
負

う
（
両

手
が

使
え

る
よ

う
に

）
。

●
 長

袖
・
長

ズ
ボ

ン
を

着
用

。
燃

え
に

く
い

木
綿

製
品

が
よ

い
。

●
 軍

手
や

革
手

袋
を

は
め

る
。

●
 靴

は
底

の
厚

い
、

は
き

慣
れ

た
も

の
を

。

避
難

の
タ

イ
ミ

ン
グ

●
 市

区
町

村
か

ら
避

難
勧

告
や

避
難

指
示

が
出

た
と

き
。

●
 近

隣
で

火
災

が
発

生
し

、
延

焼
の

恐
れ

が
あ

る
と

き
。

●
 津

波
、

土
石

流
、

が
け

崩
れ

、
地

す
べ

り
な

ど
の

恐
れ

が
あ

る
と

き
。

●
 自

宅
で

火
災

が
発

生
し

、
火

が
天

井
ま

で
燃

え
移

っ
た

と
き

。

●
 建

物
が

倒
壊

す
る

危
険

が
あ

る
と

き
。

●
 危

険
物

が
爆

発
す

る
恐

れ
が

あ
る

と
き

。

避
難

に
対

す
る

知
識

災
害

が
発

生
し

、
家

屋
内

に
と

ど
ま

る
こ

と
が

危
険

な
状

態
に

な
っ

た
場

合
は

、
落

ち
着

い
て

す
ば

や
く
避

難
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
そ

の
際

に
は

、
子

ど
も

や
高

齢
者

な
ど

の
災

害
時

要
援

護
者

の
保

護
を

念
頭

に
置

き
、

近
所

の
一

人
暮

ら
し

高
齢

者
世

帯
な

ど
に

も
声

を
か

け
る

な
ど

近
隣

で
協

力
す

る
こ

と
が

大
切

で
す

。
ま

た
、

避
難

所
で

の
生

活
を

よ
ぎ

な
く

さ
れ

る
場

合
も

自
主

防
災

組
織

を
中

心
に

み
ん

な
で

助
け

合
い

ま
し

ょ
う

。

元
栓

を
閉

め
る

●
 さ

ら
に

出
火

防
止

を
ガ

ス
の

元
栓

を
閉

め
、
電

気
の

ブ
レ

ー
カ

ー
を

切
る

。

子
供

の
迎

え

●
 子

ど
も

を
迎

え
に

保
育

所
（園

）・幼
稚

園
や

小
・中

学
校

に
子

ど
も

を
迎

え
に

行
く
。

自
宅

を
離

れ
る

と
き

に
は

、
行

き
先

を
書

い
た

メ
モ

を
目

立
つ

場
所

に
残

す
。

●
　
地

区
の

責
任

者
へ

必
ず

連
絡

を
取

り
承

認
後

に
個

別
の

行
動

を
す

る
こ

と
。

津
波

火
災

に
注

意

●
沿

岸
部

で
は

タ
ン

ク
の

破
壊

に
よ

っ
て

流
出

し
た

石
油

が
住

宅
等

の
瓦

礫
に

付
着

し
着

火
し

た
。

ま
た

、
プ

ロ
パ

ン
ガ

ス
の

ボ
ン

ベ
が

流
さ

れ
て

口
金

が
空

き
静

電
気

に
よ

り
発

火
し

た
。

●
市

街
地

で
は

車
両

が
出

火
源

と
な

っ
た

。

上
記

の
結

果
、
市

街
地

が
類

焼
し

た
。

余
震

に
注

意

余
震

（
よ

し
ん

）
と

は
本

震
と

は
同

時
に

発
生

せ
ず

、
時

間
が

経
っ

た
後

に
来

る
地

震
で

あ
る

。

本
震

で
倒

壊
し

な
か

っ
た

建
物

が
余

震
で

倒
壊

し
犠

牲
者

げ
発

生
し

た
こ

と
が

あ
っ

た
。

ま
た

、
ア

ウ
タ

ー
ラ

イ
ズ

型
は

震
源

が
陸

か
ら

離
れ

て
い

る
た

め
揺

れ
は

さ
ほ

ど
大

き
く
な

い
が

、
海

底
が

上
下

に
 大

き
く
動

い
て

津
波

が
巨

大
化

す
る

恐
れ

が
あ

る
。

３
０
分

後

震
災

後
、
避

難
等

に
よ

り
精

神
的

に
落

ち
着

い
た

状
態

に
な

り
ま

す
が

震
災

後
は

ま
だ

ま
だ

危
険

な
出

来
事

が
全

て
終

わ
っ

た
訳

で
は

な
く

想
像

し
て

い
な

い
よ

う
な

新
た

な
危

険
な

出
来

事
が

住
民

を
襲

っ
て

く
る

場
合

が
あ

り
ま

す
の

で
注

意
を

怠
ら

な
い

よ
う

に
し

て
下

さ
い

。

避
難

誘
導

住
民

を
避

難
所

な
ど

の
安

全
な

場
所

に
誘

導
し

ま
す

。
避

難
経

路
は

災
害

の
状

況
に

よ
り

変
化

し
ま

す
の

で
、

公
的

防
災

機
関

と
連

絡
を

取
り

合
う

な
ど

、
正

確
な

情
報

に
基

づ
き

誘
導

を
。

怪
我

等
に

よ
り

避
難

が
出

来
な

い
方

々
が

発
生

し
た

場
合

は
付

添
人

等
残

留
者

を
選

定
し

て
現

地
に

待
機

し
て

下
さ

い
。

避
難

所
は

限
ら

れ
た

人
数

し
か

収
容

出
来

ま
せ

ん
。

　
自

宅
が

住
居

と
し

て
利

用
可

能
な

方
は

自
宅

に
て

生
活

を
続

け
て

下
さ

い
。

（
そ

の
場

合
で

も
避

難
所

へ
登

録
し

て
被

災
者

支
援

物
資

を
受

理
出

来
ま

す
）

避
難

時
の

ポ
イ

ン
ト

●
 避

難
す

る
前

に
も

う
一

度
火

元
を

確
認

。
ガ

ス
の

元
栓

を
閉

め
、

電
気

の
ブ

レ
ー

カ
ー

も
落

と
す

。
●

 荷
物

は
最

小
限

の
非

常
持

出
品

に
限

る
。

●
 外

出
中

の
家

族
に

は
避

難
先

を
記

し
た

連
絡

メ
モ

を
目

立
つ

場
所

に
残

す
。

●
 移

動
す

る
と

き
は

、
狭

い
道

、
塀

や
自

動
販

売
機

の
そ

ば
、

川
べ

り
、

ガ
ラ

ス
や

看
板

の
多

い
場

所
は

避
け

る
。

●
 決

め
ら

れ
た

最
寄

り
の

避
難

場
所

へ
徒

歩
で

移
動

す
る

。
●

 子
ど

も
、

障
害

者
、

高
齢

者
な

ど
災

害
時

要
援

護
者

を
中

心
に

し
て

避
難

者
が

は
ぐ

れ
な

い
よ

う
に

。

行
動

２
１

行
動

２
６

行
動

２
５

行
動

３
０

行
動

２
４

行
動

２
９

行
動

２
３

行
動

２
８

行
動

２
２

行
動

２
７
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避
難

所
の
確

認
避

難
所

生
活

ル
ー
ル
の
順

守
　

給
食

給
水

活
動

情
報

提
供

要
援

護
者

対
応

プ
ラ
イ
バ

シ
ー

の
保

護
２
時

間
後

４
時

間
後

１
２
時

間
後

行
動

３
１

行
動

３
２

行
動

３
３

行
動

３
４

行
動

３
５

行
動

３
６

行
動

３
７

行
動

３
８

行
動

３
９

行
動

４
０



29

情
報

提
供

●
 市

か
ら

の
情

報
は

、
避

難
所

に
派

遣
さ

れ
た

市
町

村
職

員
が

受
け

、
担

当
を

経
由

し
て

住
民

へ
伝

え
ら

れ
ま

す
。

●
 ラ

ジ
オ

な
ど

か
ら

直
接

入
る

情
報

に
も

注
意

し
ま

し
ょ

う
。

●
 住

民
は

避
難

生
活

者
リ

ス
ト
に

登
録

が
必

要
で

す
。

給
食

給
水

活
動

食
料

や
水

、
応

急
物

資
な

ど
を

配
分

し
ま

す
。

ま
た

、
必

要
に

応
じ

て
炊

き
出

し
な

ど
の

給
食

、
給

水
活

動
を

行
い

ま
す

。

ル
ー

ル
の

順
守

集
団

生
活

を
気

持
ち

よ
く
過

ご
す

た
め

に
最

低
限

の
ル

ー
ル

や
避

難
者

が
自

ら
行

う
作

業
を

理
解

し
て

協
同

生
活

を
維

持
す

る
。

避
難

所
生

活

●
 自

主
防

災
組

織
を

中
心

に
行

動
を

。●
 集

団
生

活
の

ル
ー

ル
を

守
る

。

●
 助

け
合

い
の

心
を

。

避
難

所
の

確
認

●
 １

次
避

難
場

所
　
ル

ー
ト
・収

容
規

模
・受

入
状

況
　
　
避

難
場

所
の

安
全

確
認

。

●
 ２

次
避

難
場

所
　
ル

ー
ト
・収

容
規

模
・受

入
状

況
　
　
途

中
危

険
箇

所
回

避
用

　
　
ハ

ザ
ー

ト
マ

ッ
プ

の
活

用
　
　
避

難
所

の
安

全
確

認
。

●
 避

難
訓

練
の

参
加

。

１
２
時

間
後

脱
水

症
を

確
認

応
急

手
当

経
口

補
水

塩
や

ス
ポ

ー
ツ

ド
リ

ン
ク

を
補

給
し

ま
す

。
経

口
補

水
塩

は
食

塩
と

ブ
ド

ウ
糖

を
混

合
し

た
も

の
で

、
体

液
に

近
い

の
で

水
分

の
吸

収
が

行
わ

れ
や

す
い

か
ら

で
す

。
家

庭
で

も
水

1
リ

ッ
ト
ル

に
対

し
て

砂
糖

小
さ

じ
4
、

塩
小

さ
じ

半
分

を
入

れ
る

と
作

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
薬

局
で

も
市

販
さ

れ
て

い
ま

す
が

ス
ポ

ー
ツ

ド
リ

ン
ク

よ
り

も
効

果
が

高
い

よ
う

で
す

。
な

お
、

多
量

の
飲

料
水

は
、

血
液

中
の

ナ
ト
リ

ウ
ム

バ
ラ

ン
ス

が
崩

れ
る

た
め

に
腹

痛
や

水
中

毒
を

起
こ

し
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

ま
す

の
で

注
意

が
必

要
で

す
。

４
時

間
後

低
体

温
症

を
確

認
１
．
濡

れ
た

衣
類

を
乾

い
た

も
の

に
！

　
　
（
最

悪
状

況
で

も
、
び

し
ょ

濡
れ

衣
類

を
固

く
絞

っ
て

再
度

着
用

す
る

）
。

 ２
．
防

水
と

防
寒

の
た

め
に

重
ね

着
を

す
る

 。
３
．
冷

た
い

地
面

と
の

間
の

断
熱

を
す

る
（
シ

ー
ト
な

ど
）。

 ４
．
温

か
い

飲
み

物
や

食
べ

物
を

取
る

。

２
時

間
後

ク
ラ

ッ
シ

ュ
症

候
群

を
確

認
・
止

血
帯

は
救

出
時

に
。

・
も

も
・
二

の
腕

に
掛

け
る

。
・
幅

３
ｃ
ｍ

以
上

の
布

で
。

・
ひ

も
・
針

金
・
ワ

イ
ヤ

は
N
G
。

・
掛

け
た

時
間

を
メ

モ
す

る
。

・
１
時

間
以

内
に

透
析

医
へ

転
送

止
血

帯
法

は
リ

ス
ク

が
あ

る
。

（
長

時
間

は
N
G
)

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

の
保

護

●
 お

互
い

の
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
を

保
護

す
る

た
め

に
、
家

族
単

位
で

区
分

け
し

て
む

や
み

に
他

人
の

場
所

へ
立

ち
入

ら
な

い
よ

う
に

し
ま

し
ょ

う
。

●
 更

衣
室

、
授

乳
室

等
を

授
け

ま
す

。

要
援

護
者

へ
の

配
慮

●
 介

護
は

家
族

が
行

う
も

の
と

し
ま

す
。

家
族

が
い

な
い

人
な

ど
は

予
め

要
介

護
者

台
帳

に
登

録
し

て
お

き
ま

し
ょ

う
。

介
護

者
の

方
は

、
あ

ら
か

じ
め

届
け

出
て

下
さ

い
。

●
 介

護
者

が
不

足
す

る
場

合
は

、
各

自
主

防
災

組
織

の
人

材
台

帳
を

活
用

し
、

適
任

者
I看

護
師

、
介

護
士

等
）
に

交
代

で
介

護
を

お
願

い
し

ま
す

。
ま

た
、

手
話

、
ガ

イ
ド

ヘ
ル

パ
ー

、
通

訳
等

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
受

け
入

れ
を

配
慮

し
ま

し
ょ

う
。

行
動

３
１

行
動

３
６

行
動

３
５

行
動

４
０

行
動

３
４

行
動

３
９

行
動

３
３

行
動

３
８

行
動

３
２

行
動

３
７
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そ
の
日

の
夜

飲
む

食
べ

る
出

す
寝

る

２
～

３
日

後
飲

む
食

べ
る

出
す

寝
る

行
動

４
１

行
動

４
２

行
動

４
３

行
動

４
４

行
動

４
５

行
動

４
６

行
動

４
７

行
動

４
８

行
動

４
９

行
動

５
０
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寝
る

余
震

が
続

く
中

、
ゆ

っ
く
り

と
睡

眠
出

来
な

い
状

態
で

し
ょ

う
が

、
安

全
な

場
所

を
見

つ
け

て
休

息
を

取
る

こ
と

で
明

日
へ

の
活

力
を

蓄
え

て
下

さ
い

。
就

寝
場

所
の

確
保

は
難

し
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
が

、
安

全
な

建
物

の
中

や
車

の
中

等
で

仮
眠

出
来

る
場

所
を

探
し

て
く
だ

さ
い

。
ま

た
、
冬

場
の

寒
さ

対
策

に
は

毛
布

や
ア

ル
ミ

シ
ー

ト
を

使
用

す
る

こ
と

を
お

勧
め

致
し

ま
す

。

出
す

水
の

い
ら

な
い

”
簡

易
ト
イ

レ
/
携

帯
ト
イ

レ
”
の

備
蓄

が
役

に
立

ち
ま

す
。

 災
害

な
ど

で
水

が
使

え
な

い
と

き
も

安
心

。
排

泄
後

に
抗

菌
性

凝
固

剤
を

ふ
り

か
け

る
だ

け
。
す

ぐ
れ

た
抗

菌
力

・
消

臭
力

で
、
使

用
後

は
焼

却
で

き
ま

す
。

食
べ

る

こ
の

時
期

に
は

、
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
（水

道
・電

気
・ガ

ス
等

）が
使

え
な

い
こ

と
が

予
想

さ
れ

ま
す

の
で

、
熱

を
加

え
な

く
て

も
よ

い
食

品
、
調

理
し

な
く
て

も
よ

い
食

品
（乾

パ
ン

・缶
詰

・
レ

ト
ル

ト
パ

ウ
チ

食
品

（以
下

レ
ト

ル
ト
と

記
載

）・菓
子

類
・ペ

ッ
ト
ボ

ト
ル

（紙
パ

ッ
ク

）の
水

や
飲

料
等

を
優

先
的

に
活

用
し

ま
す

。

飲
む

給
水

車
等

に
よ

る
応

急
給

水
ま

で
３
日

間
、

水
道

か
ら

の
給

水
に

は
１
週

間
以

上
か

か
る

こ
と

も
予

想
さ

れ
,救

援
体

制
が

整
う

ま
で

は
自

分
た

ち
で

身
を

守
ら

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

水
道

水
の

備
蓄

は
次

の
こ

と
に

心
が

け
ま

し
ょ

う
。

１
．

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

や
ポ

リ
タ

ン
ク

な
ど

に
保

存
す

る
場

合
は

、
中

を
水

道
水

で
十

分
洗

っ
て

か
ら

使
用

し
て

く
だ

さ
い

。
２
．

容
器

の
中

を
満

水
に

し
て

く
だ

さ
い

。
３
．

中
身

は
定

期
的

に
入

れ
替

え
て

く
だ

さ
い

。
例

え
ば

毎
週

曜
日

を
決

め
て

入
れ

替
え

、
古

い
水

は
洗

濯
な

ど
に

使
用

し
て

く
だ

さ
い

。
４
．

日
の

当
ら

な
い

涼
し

い
と

こ
ろ

に
保

管
し

ま
し

ょ
う

。
５
．

保
管

し
た

水
に

不
安

が
あ

る
場

合
は

煮
沸

す
れ

ば
さ

ら
に

安
心

で
す

。

そ
の

日
の

夜

被
災

の
シ

ョ
ッ

ク
か

ら
精

神
的

な
疲

労
で

ス
ト
レ

ス
が

生
じ

ま
す

が
、
必

要
最

小
限

の
栄

養
の

補
給

と
睡

眠
を

と
る

こ
と

で
明

日
か

ら
の

復
旧

作
業

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

し
て

下
さ

い
。

寝
る

最
近

で
は

、
ア

ウ
ト
ド

ア
ベ

ッ
ド

、
エ

ア
ー

ベ
ッ

ト
、
エ

ア
ー

マ
ッ

ト
等

多
様

な
寝

具
が

登
場

し
て

い
ま

す
。

ア
ウ

ト
ド

ア
は

勿
論

室
内

で
も

使
用

可
能

で
す

の
で

保
存

さ
れ

る
と

良
い

と
思

い
ま

す
。

更
に

テ
ン

ト
が

あ
れ

ば
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
も

守
る

こ
と

が
出

来
ま

す
。

出
す

仮
設

ト
イ

レ
は

大
ま

か
に

分
け

て
工

事
が

不
要

な
製

品
と

、
必

要
な

製
品

に
別

け
る

こ
と

が
出

来
ま

す
。

不
要

な
タ

イ
プ

は
ポ

ン
プ

式
簡

易
水

洗
タ

イ
プ

と
、
非

水
洗

タ
イ

プ
と

な
り

ま
す

。
必

要
な

タ
イ

プ
は

水
洗

タ
イ

プ
と

、
簡

易
水

洗
タ

イ
プ

に
な

り
ま

す
。

そ
れ

に
加

え
、
設

置
場

所
で

水
を

使
う

こ
と

が
出

来
る

か
？

を
考

慮
に

入
れ

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

食
べ

る

食
事

～
缶

詰
、

レ
ト
ル

ト
食

品
を

中
心

に
組

み
合

わ
せ

ま
す

が
、

加
熱

す
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
（
電

気
・
ガ

ス
）
、

在
庫

の
食

品
や

素
材

缶
詰

を
使

っ
て

調
理

で
き

る
よ

う
に

な
り

ま
す

。

飲
む

静
岡

県
の

水
道

水
保

管
実

験
結

果
で

す
。

２
～

３
日

後

●
 生

活
必

需
品

は
備

蓄
で

ま
か

な
う

（災
害

発
生

か
ら

3
日

間
は

、
外

か
ら

の
応

援
は

期
待

で
き

ま
せ

ん
）。

●
 災

害
情

報
、
被

害
情

報
の

収
集

（市
区

町
村

の
広

報
に

注
意

し
て

下
さ

い
）。

●
 壊

れ
た

家
に

は
入

ら
な

い
。

●
 引

き
続

き
余

震
に

警
戒

す
る

。

行
動

４
１

行
動

４
６

行
動

４
５

行
動

５
０

行
動

４
４

行
動

４
９

行
動

４
３

行
動

４
８

行
動

４
２

行
動

４
７
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安
心

安
全

４
～

７
日

後
生

活
す
る

食
事

生
活

す
る

健
康

維
持

生
活

す
る

清
潔

生
活

す
る

娯
楽

生
活

す
る

嗜
好

品
生

活
す
る

家
族

生
活

す
る

ペ
ッ
ト

行
動

５
１

行
動

５
２

行
動

５
３

行
動

５
４

行
動

５
５

行
動

５
６

行
動

５
７

行
動

５
８

行
動

５
９

行
動

６
０
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生
活

す
る

        　
健

康
維

持

エ
コ

ノ
ミ

ー
ク

ラ
ス

症
候

群
を

確
認

予
防

足
の

運
動

を
し

ま
し

ょ
う

。
●

 足
や

足
の

指
を

こ
ま

め
に

動
か

す
。

●
 １

時
間

に
１
度

は
、

か
か

と
の

上
下

運
動

（
２
０
―

３
０
回

程
度

）
を

す
る

。
●

 歩
く
（
３
－

５
分

程
度

）
。

　
適

度
な

水
分

を
取

り
ま

し
ょ

う
。

　
時

々
深

呼
吸

を
し

ま
し

ょ
う

。

生
活

す
る

　
食

事

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

は
、

徐
々

に
復

旧
し

ま
す

が
、

後
片

づ
け

で
忙

し
か

っ
た

り
、

疲
れ

が
出

て
く
る

時
期

で
す

の
で

、
時

間
を

か
け

ず
に

簡
単

に
で

き
る

料
理

が
中

心
で

す
。

防
災

用
ス

ト
ッ

ク
食

材
は

、
普

段
は

絶
対

に
食

べ
な

い
乾

パ
ン

な
ど

が
一

般
的

で
す

が
、

新
ロ

ー
リ

ン
グ

ス
ト
ッ

ク
は

日
常

生
活

を
ベ

ー
ス

に
災

害
時

の
食

を
考

え
る

こ
と

。
麺

類
や

乾
物

、
缶

詰
、

カ
ッ

プ
麺

な
ど

、
食

べ
慣

れ
て

い
て

日
持

ち
の

す
る

食
材

を
、

最
低

で
も

今
家

に
あ

る
も

の
の

倍
、

キ
ッ

チ
ン

に
用

意
し

て
お

く
と

い
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

４
～

７
日

後

み
な

さ
ん

が
肝

に
銘

じ
て

ほ
し

い
点

、
災

害
時

の
基

本
的

な
考

え
方

は
“日

常
”と

い
う

こ
と

で
す

。
復

興
と

は
日

常
を

取
り

戻
す

の
が

目
的

で
す

。

安
全

災
害

時
に

は
と

か
く
外

傷
患

者
の

発
生

状
況

が
注

目
さ

れ
ま

す
が

、
生

活
環

境
の

悪
化

や
精

神
的

ス
ト
レ

ス
が

疾
病

の
発

症
に

も
影

響
を

与
え

ま
し

た
。

糖
尿

病
の

方
は

、
ち

ょ
っ

と
し

た
傷

で
も

化
膿

し
や

す
い

の
で

、
対

処
で

き
る

応
急

セ
ッ

ト
も

ご
用

意
し

た
方

が
良

い
と

思
い

ま
す

。
喘

息
の

方
は

喘
息

用
の

貼
り

薬
や

皮
膚

炎
用

の
塗

り
薬

な
忘

れ
な

い
で

下
さ

い
。

腰
痛

持
ち

の
方

な
ど

も
痛

み
止

め
な

ど
用

意
し

て
い

た
ほ

う
が

良
い

で
す

ね
。

そ
の

他
、

頭
痛

持
ち

の
方

は
是

非
！

多
め

に
頭

痛
薬

を
持

ち
出

し
袋

に
入

れ
て

く
だ

さ
い

。

安
心

防
犯

パ
ト
ロ

ー
ル

は
、
泥

棒
を

捕
ま

え
る

活
動

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。
パ

ト
ロ

ー
ル

を
し

て
い

る
姿

を
見

せ
た

り
、
声

を
掛

け
合

う
こ

と
に

よ
り

、
自

然
に

地
域

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
が

生
ま

れ
、
犯

罪
者

を
寄

せ
付

け
な

い
街

が
で

き
て

い
く
の

で
す

。

生
活

す
る

　
ペ

ッ
ト

飼
育

者
の

登
録

、
飼

育
場

所
の

把
握

、
排

出
物

の
後

始
末

、
清

潔
の

徹
底

を
し

ま
し

ょ
う

。

生
活

す
る

　
家

族

災
害

時
、

家
族

が
離

れ
離

れ
に

な
っ

て
し

ま
う

こ
と

は
多

々
あ

り
ま

す
。

先
日

の
東

北
地

方
太

平
洋

沖
地

震
の

際
、

姉
妹

夫
婦

が
、

お
互

い
す

ぐ
近

く
に

い
る

に
も

関
わ

ら
ず

、
連

絡
が

取
れ

ず
、

6
時

間
も

あ
た

り
を

さ
ま

よ
い

続
け

た
事

実
が

あ
り

ま
す

。
「
地

震
な

ど
の

災
害

が
起

こ
っ

た
ら

、
ど

こ
に

集
合

す
れ

ば
い

い
の

か
」
「
平

日
の

昼
間

な
ど

、
家

族
が

集
ま

れ
な

い
場

合
に

は
、

ど
の

よ
う

に
連

絡
を

取
れ

ば
い

い
の

か
」
な

ど
を

家
族

で
確

認
し

て
お

く
こ

と
も

大
切

で
す

。
連

絡
方

法
は

、
遠

く
の

親
戚

の
家

な
ど

を
連

絡
先

に
す

る
方

法
は

有
効

で
す

。

生
活

す
る

　
嗜

好
品

＊
適

正
飲

酒
の

 1
0
 か

条
。

1
. 笑

い
な

が
ら

共
に

、
楽

し
く
飲

も
う

。
2
. 自

分
の

ペ
ー

ス
で

ゆ
っ

く
り

と
。

3
. 食

べ
な

が
ら

飲
む

習
慣

を
。

4
. 自

分
の

適
量

に
と

ど
め

よ
う

。
5
. 週

に
二

日
は

休
肝

日
を

。
6
. 人

に
酒

の
無

理
強

い
を

し
な

い
。

7
. く

す
り

と
一

緒
に

は
飲

ま
な

い
。

8
. 強

い
ア

ル
コ

ー
ル

飲
料

は
薄

め
て

。
9
. 遅

く
て

も
夜

 1
2
 時

で
切

り
上

げ
よ

う
。

1
0
. 肝

臓
な

ど
の

定
期

検
査

を
。

生
活

す
る

　
娯

楽

災
害

時
の

心
の

ケ
ア

は
非

常
に

重
要

な
課

題
に

な
る

。
大

災
害

の
被

災
者

が
ギ

ャ
ン

ブ
ル

依
存

症
や

ア
ル

コ
ー

ル
依

存
症

に
な

る
の

は
よ

く
あ

る
こ

と
だ

そ
う

だ
。

家
族

を
失

い
、

仮
設

住
宅

に
移

り
住

ん
で

か
ら

は
周

囲
に

知
り

合
い

も
お

ら
ず

、
や

る
こ

と
も

な
い

。
ヒ

マ
つ

ぶ
し

と
し

て
パ

チ
ン

コ
屋

を
訪

れ
て

、
ず

ぶ
ず

ぶ
と

ハ
マ

っ
て

い
く
の

だ
と

い
う

。
逃

避
的

な
行

動
を

と
る

よ
り

は
、

現
実

を
し

っ
か

り
と

見
つ

め
て

小
さ

な
感

動
を

積
み

重
ね

て
い

く
こ

と
で

厳
し

い
現

実
を

受
け

入
れ

る
こ

と
が

出
来

る
の

で
は

な
い

か
、

例
え

ば
、

T
V
鑑

賞
（
映

画
・
ア

ニ
メ

等
）
を

通
じ

て
心

の
回

復
を

進
め

て
い

く
こ

と
も

手
段

に
な

る
。

生
活

す
る

　
清

潔
長

期
に

渡
っ

て
お

風
呂

に
入

れ
な

い
時

、
と

に
か

く
少

し
で

も
カ

ラ
ダ

を
清

潔
に

保
つ

方
法

を
考

え
ま

し
ょ

う
。

身
体

の
拭

き
方

身
体

は
心

臓
か

ら
遠

い
部

分
か

ら
心

臓
に

向
か

っ
て

拭
き

ま
す

。
足

な
ら

ば
、

足
先

か
ら

足
の

付
け

根
に

。
手

な
ら

ば
手

先
か

ら
胸

に
向

か
っ

て
拭

い
て

い
き

ま
す

。
指

で
歯

を
磨

く
歯

磨
き

粉
も

歯
ブ

ラ
シ

も
な

い
環

境
で

歯
が

磨
け

な
い

場
合

は
、

指
に

塩
を

つ
け

て
歯

を
磨

く
と

歯
に

付
い

た
あ

る
程

度
の

汚
れ

が
取

れ
て

サ
ッ

パ
リ

し
ま

す
。

う
が

い
だ

け
で

も
し

て
お

く
喉

の
た

め
の

「
ガ

ラ
ガ

ラ
う

が
い

」
で

は
な

く
、

口
の

中
に

水
を

含
ん

で
ぶ

く
ぶ

く
す

る
「
ぶ

く
ぶ

く
う

が
い

」
を

何
回

か
繰

り
返

し
て

口
を

す
す

ぎ

ま
し

ょ
う

。

行
動

５
１

行
動

５
６

行
動

５
５

行
動

６
０

行
動

５
４

行
動

５
９

行
動

５
３

行
動

５
８

行
動

５
２

行
動

５
７



２-３．技術の習得 

防災に関するパンフレットの作成による意識啓発や、 
訓練や講習会等がある場合は、積極的に参加し一人ひとりが 
防災について正しい知識と技能を身につけることをお勧め致します。 
 
また、焼津商工会議所では段階的に 
「防災チェックリスト講習会」 
「防災マイスター講習会」等を開催して 
事業者の「防災専門担当者」の育成を支援させて頂き 
焼津市の「企業防災力向上」に尽力してまいります。 

企業防災 
チェック 
リスト 

２-４．人命が第１優先 

事故災害の発生に際して、一番重要なことは 
「人命の安全確保」である。 
 ① 事故災害が発生しても、人的被害を受けない 
 ② 人的被害を受けても、決して亡くならない 
 ③ 亡くならなくて良い命を、必ず守る 
 
その為には 
 ① 身の安全を守る方法を理解する 
 ② 事故・災害発生後の二次災害を起こさない 
 ③ 負傷した人を確実に救護する 
 
詳しくは、本防災チェックリストの 
   「経過時間別行動パターンカード」  
   「居場所別想定シーンカード」 
をご覧ください 
 
そして、 
会社の経営者は「社員の人命安全確保」 
に的を絞った最低限の準備をお願いします。 

34
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死者数 構成率 死者数 構成率

15,786 100.0 合計 5,488 100.0

14,308 90.6 窒息・圧死 4,224 77.0

667 4.2 焼死・熱傷 504 9.2

145 0.9 頭・頚部損傷 282 5.1

666 4.2 内臓損傷 98 1.8

外傷性ショック 68 1.2

← 全身●● 46 0.8

← ●●症候群 15 0.3

その他 127 2.3

不　祥 124 2.3

退避

圧死・損傷死・その他

地震の種別による人的被害の違い

打撲・火傷等

クラッシュ・
エコノミークラス等

阪神・淡路大震災東日本大震災

合計

水死

焼死

不詳

室内の安全な場所へ
自宅や居場所が古い家屋の
場合屋外へ

地震の揺れが収まったら
高い場所へ

地震が収まるまでは家の近くに

避難

津波の収束はまる１日以上
かかる場合があるので安全な
場所にいたら動かない

古い家屋は余震で倒壊する
場合があるので近寄らない

津波避難はお互いに声を
掛け合って安全確認する

狭い道路やブロック塀の傍には
行かない

髙い場所に行けない時は
ライフジャケット・浮くリュック
で身を守る

火災の発生が予測されるので
火に巻き込まれないように
注意する

避難場所は安全の確認が
出来たら移動する

避難場所は安全の確認が
出来たら移動する

避難の際には携行品は
最低限にする

余震で建物が倒壊する事が
あるので家の中には入らない

海溝型地震 断層型地震
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想
定
シ
ー
ン
別

行
動
パ
タ
ー
ン

【実
践
編
】

室
内
に
い
る

場
合

①
自
宅
で
は

台
所
に
い
た
ら

寝
て
い
る
時

ト
イ
レ
に
い
た
ら

マ
ン
シ
ョ
ン
に

い
た
ら

お
風

呂
に

い
た
ら

室
内
に
い
る

場
合

②
学
校

勤
務
先
で
は

職
場
に
い
た
ら

学
校

に
い
た
ら

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
中

に
い
た
ら

シ
ー

ン
０
１

シ
ー

ン
０
２

シ
ー

ン
０
３

シ
ー

ン
０
４

シ
ー

ン
０
５

シ
ー

ン
０
６

シ
ー

ン
０
７

シ
ー

ン
０
８

シ
ー

ン
０
９

シ
ー

ン
１
０
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マ
ン

シ
ョ
ン

に
い

た
ら

●
高

層
階

で
は

、
地

表
よ

り
揺

れ
が

大
き

く
な

る
こ

と
が

あ
る

の
で

注
意

し
ま

し
ょ

う
。

●
丈

夫
な

机
な

ど
の

下
に

身
を

隠
し

、
揺

れ
が

収
ま

る
の

を
待

ち
ま

し
ょ

う
。

●
高

層
階

で
の

地
震

は
、
揺

れ
始

め
は

遅
く
、
揺

れ
出

す
と

長
く
揺

れ
、
揺

れ
幅

も
大

き
く
な

る
傾

向
が

あ
り

ま
す

。

●
日

頃
か

ら
非

常
口

の
確

認
を

し
て

お
き

ま
し

ょ
う

。

ト
イ

レ
に

い
た

ら

●
 ト

イ
レ

は
比

較
的

安
全

な
場

所
と

い
わ

れ
て

い
ま

す
。

あ
わ

て
て

飛
び

出
さ

ず
、
ド

ア
や

窓
を

開
け

て
出

口
を

確
保

し
ま

し
ょ

う
。

●
ト
イ

レ
で

は
水

洗
用

の
タ

ン
ク

な
ど

が
落

ち
て

く
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
の

で
注

意
し

ま
し

ょ
う

。

寝
て

い
る

時

●
暗

闇
で

は
、
割

れ
た

窓
ガ

ラ
ス

や
照

明
器

具
の

破
片

で
け

が
を

し
や

す
い

の
で

注
意

を
し

ま
し

ょ
う

。

●
枕

元
に

は
、
厚

手
の

靴
下

や
ス

リ
ッ

パ
、
懐

中
電

灯
、
携

帯
ラ

ジ
オ

な
ど

を
置

い
て

お
き

、
避

難
が

出
来

る
準

備
を

し
て

お
き

ま
し

ょ
う

。

●
寝

室
に

は
、
倒

れ
そ

う
な

も
の

等
を

お
か

な
い

よ
う

に
し

、
頭

の
上

に
も

の
が

落
ち

て
こ

な
い

所
に

寝
ま

し
ょ

う
。

台
所

に
い

た
ら

　●
無

理
し

て
火

を
消

し
に

行
く
と

調
理

器
具

が
落

ち
て

き
て

や
け

ど
な

ど
を

し
た

り
す

る
の

で
、

揺
れ

が
収

ま
る

ま
で

待
ち

ま
し

ょ
う

。
●

食
器

棚
や

冷
蔵

庫
が

倒
れ

て
く
る

だ
け

で
な

く
、

中
身

が
飛

び
出

し
て

く
る

こ
と

も
あ

る
の

で
注

意
し

ま
し

ょ
う

。
●

コ
ン

ロ
の

近
く
の

場
合

、
調

理
器

具
が

滑
り

落
ち

て
く
る

場
合

が
あ

る
の

で
、

コ
ン

ロ
の

近
く
か

ら
離

れ
、

揺
れ

が
収

ま
っ

た
ら

落
ち

着
い

て
火

を
消

し
ま

し
ょ

う
。

●
揺

れ
を

感
じ

て
自

動
的

に
ガ

ス
の

供
給

を
停

止
す

る
ガ

ス
漏

れ
遮

断
器

（
ガ

ス
マ

イ
コ

ン
メ

ー
タ

ー
）
が

ほ
と

ん
ど

の
ご

家
庭

に
設

置
さ

れ
て

い
ま

す
。

特
性

や
使

い
方

を
十

分
に

理
解

し
て

お
き

ま
し

ょ
う

。

始
め

に
　地

震
が

発
生

し
た

と
き

、
被

害
を

最
小

限
に

お
さ

え
る

に
は

、
一

人
ひ

と
り

が
あ

わ
て

ず
に

適
切

な
行

動
を

す
る

こ
と

が
極

め
て

重
要

で
す

。

そ
の

た
め

に
は

、
み

な
さ

ん
が

地
震

に
つ

い
て

関
心

を
持

ち
、

 い
ざ

と
い

う
と

き
に

落
ち

つ
い

て
行

動
で

き
る

よ
う

、
日

頃
か

ら
地

震
の

際
の

正
し

い
心

構
え

を
身

に
つ

け
て

お
く
こ

と
が

大
切

で
す

。

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

の
中

に
い

た
ら

●
全

て
の

階
の

ボ
タ

ン
を

押
し

、
最

初
に

停
止

し
た

階
で

お
り

る
の

が
原

則
で

す
が

、
停

止
し

た
階

で
慌

て
て

お
り

る
の

で
は

な
く
、

階
の

状
況

を
見

極
め

る
の

も
大

切
で

す
。

●
地

震
の

時
は

同
様

に
閉

じ
こ

め
ら

れ
て

い
る

人
も

大
勢

い
る

と
予

想
さ

れ
ま

す
。

救
助

に
す

ぐ
に

駆
け

つ
け

て
く
れ

る
と

は
限

り
ま

せ
ん

。

●
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
に

閉
じ

こ
め

ら
れ

て
も

、
焦

ら
ず

冷
静

に
な

っ
て

「
非

常
用

呼
び

出
し

ボ
タ

ン
」
等

で
の

連
絡

を
取

る
努

力
を

し
ま

し
ょ

う
。

学
校

に
い

た
ら

●
教

室
内

で
は

、
机

の
下

に
潜

っ
て

落
下

物
な

ど
か

ら
身

を
守

り
、

慌
て

て
外

に
飛

び
出

す
な

ど
勝

手
な

行
動

は
せ

ず
に

、
教

職
員

の
指

示
に

従
い

ま
し

ょ
う

。

●
廊

下
、

運
動

場
、

体
育

館
な

ど
で

は
、

中
央

部
に

集
ま

っ
て

し
ゃ

が
み

ま
し

ょ
う

。

●
実

験
室

な
ど

で
薬

品
や

火
気

に
注

意
し

、
避

難
し

ま
し

ょ
う

。

●
通

学
路

が
危

険
な

こ
と

も
あ

る
の

で
、

勝
手

に
帰

宅
し

な
い

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

。

職
場

に
い

た
ら

●
職

場
で

は
キ

ャ
ビ

ネ
ッ

ト
や

棚
、

ロ
ッ

カ
ー

、
コ

ピ
ー

機
な

ど
か

ら
離

れ
、

頭
部

を
守

り
、

机
の

下
に

隠
れ

る
な

ど
身

を
守

り
ま

し
ょ

う
。

●
窓

ガ
ラ

ス
が

割
れ

る
こ

と
が

あ
る

の
で

、
窓

際
か

ら
離

れ
ま

し
ょ

う
。

●
Ｏ

Ａ
機

器
な

ど
の

落
下

に
注

意
し

ま
し

ょ
う

。

●
常

日
頃

か
ら

整
理

整
頓

を
す

る
な

ど
職

場
環

境
を

よ
く
し

て
お

き
ま

し
ょ

う
。

●
外

へ
逃

げ
る

と
き

は
落

下
物

な
ど

に
注

意
し

、
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
は

使
わ

な
い

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

。

室
内

に
い

る
場

合
②

学
校

・
勤

務
先

●
学

校
の

場
合

は
　
　
担

任
の

先
生

の
指

示
に

　
　
従

っ
て

行
動

し
ま

し
ょ

う

●
勤

務
先

の
場

合
は

　
　
職

場
の

責
任

者
の

指
示

に
　
　
従

っ
て

行
動

し
ま

し
ょ

う

お
風

呂
に

い
た

ら

●
揺

れ
を

感
じ

た
ら

ま
ず

ド
ア

を
開

け
、

避
難

路
を

確
保

し
揺

れ
が

収
ま

る
の

を
待

ち
ま

し
ょ

う
。

　●
風

呂
場

で
は

タ
イ

ル
や

鏡
な

ど
が

落
ち

て
く
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
の

で
注

意
し

ま
し

ょ
う

。

●
入

浴
中

は
鏡

や
ガ

ラ
ス

の
破

損
に

よ
る

け
が

に
注

意
し

ま
し

ょ
う

。

●
浴

槽
の

中
で

は
、

風
呂

の
ふ

た
な

ど
を

か
ぶ

り
、

頭
部

を
守

り
ま

し
ょ

う
。

●
揺

れ
が

収
ま

る
の

を
待

っ
て

避
難

し
ま

し
ょ

う
。

シ
ー

ン
０
１

シ
ー

ン
０
５

シ
ー

ン
０
４

シ
ー

ン
０
３

シ
ー

ン
０
２

シ
ー

ン
０
６

シ
ー

ン
10

シ
ー

ン
０
９

シ
ー

ン
０
８

シ
ー

ン
０
７
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繁
華
街
に

い
る
時

住
宅
街
に

い
る
時

海
や
川
べ
り
に

い
る
時

駅
の
ホ
ー
ム
に

い
る
時

地
下

街
に

い
る
時

崖
付
近
に

い
る
時

ス
ー
パ
ー

デ
パ
ー
ト
に

い
る
時

映
画
館
・劇

場
に
い
る
時

自
動

車
に

乗
っ
て
い
る
時

車
で
避

難
し
な
い

シ
ー

ン
１
１

シ
ー

ン
１
２

シ
ー

ン
１
３

シ
ー

ン
１
４

シ
ー

ン
１
５

シ
ー

ン
１
６

シ
ー

ン
１
７

シ
ー

ン
１
８

シ
ー

ン
１
９

シ
ー

ン
２
０
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地
下

街
に

い
る

時

●
慌

て
ず

に
、

バ
ッ

ク
な

ど
で

頭
を

保
護

し
揺

れ
が

収
ま

る
の

を
待

ち
ま

し
ょ

う
。

　●
停

電
に

な
っ

て
も

、
非

常
照

明
が

つ
く

ま
で

む
や

み
に

動
か

な
い

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

。

●
地

下
街

で
は

６
０
メ

ー
ト
ル

ご
と

に
非

常
口

が
設

置
さ

れ
て

い
る

の
で

、
一

つ
の

非
常

口
に

殺
到

せ
ず

に
地

上
に

落
ち

着
い

て
脱

出
し

ま
し

ょ
う

。

●
脱

出
す

る
と

き
は

、
壁

づ
た

い
に

歩
い

て
避

難
し

ま
し

ょ
う

。

●
火

災
が

発
生

し
な

け
れ

ば
比

較
的

安
全

な
の

で
、

慌
て

ず
に

行
動

し
ま

し
ょ

う
。

駅
の

ホ
ー

ム
に

い
る

時

●
 掲

示
板

や
看

板
な

ど
の

落
下

物
に

注
意

。

●
 改

札
口

に
殺

到
す

る
と

パ
ニ

ッ
ク

に
な

り
ま

す
。

大
き

な
揺

れ
が

お
さ

ま
る

ま
で

、
近

く
の

柱
に

寄
り

添
い

、
構

内
ア

ナ
ウ

ン
ス

に
従

い
ま

し
ょ

う
。

海
や

川
べ

り
に

い
る

時

●
津

波
は

水
を

湛
え

て
い

る
川

を
遡

り
ま

す
。

●
流

れ
に

沿
っ

て
上

流
側

へ
避

難
し

て
も

津
波

は
追

い
か

け
て

き
ま

す
。
流

れ
に

対
し

て
直

角
方

向
に

素
早

く
避

難
し

ま
す

。

住
宅

地
に

い
る

時

●
強

い
揺

れ
に

襲
わ

れ
る

と
、

住
宅

地
の

路
上

に
は

落
下

物
や

倒
壊

物
が

あ
ふ

れ
ま

す
。

●
住

宅
地

の
路

地
に

あ
る

ブ
ロ

ッ
ク

塀
や

石
塀

は
、

強
い

揺
れ

で
倒

れ
る

危
険

が
あ

り
ま

す
。

揺
れ

を
感

じ
た

ら
塀

か
ら

離
れ

ま
し

ょ
う

。

●
電

柱
や

自
動

販
売

機
も

倒
れ

て
く
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
の

で
、

そ
ば

か
ら

離
れ

ま
し

ょ
う

。

●
屋

根
瓦

や
二

階
建

て
以

上
の

住
宅

の
ベ

ラ
ン

ダ
に

置
か

れ
て

い
る

エ
ア

コ
ン

の
室

外
機

、
ガ

ー
デ

ニ
ン

グ
用

の
プ

ラ
ン

タ
ー

な
ど

が
落

下
し

て
く
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

頭
の

上
も

注
意

し
ま

し
ょ

う
。

●
強

い
揺

れ
が

起
き

る
と

、
耐

震
性

能
の

低
い

住
宅

が
倒

壊
す

る
場

合
も

あ
り

ま
す

。
こ

れ
に

よ
り

瓦
礫

や
窓

ガ
ラ

ス
が

道
路

内
に

散
乱

す
る

可
能

性
も

あ
り

ま

す
の

で
、

揺
れ

を
感

じ
た

ら
周

辺
の

状
況

に
注

意
し

ま

し
ょ

う
。

繁
華

街
に

い
る

時

●
中

高
層

ビ
ル

が
建

ち
並

ぶ
オ

フ
ィ

ス
街

や
繁

華
街

で
は

、
窓

ガ
ラ

ス
や

外
壁

、
看

板
な

ど
が

落
下

し
て

く
る

危
険

性
が

あ
り

ま
す

。
●

オ
フ

ィ
ス

ビ
ル

の
窓

ガ
ラ

ス
が

割
れ

て
落

下
す

る
と

、
時

速
4
0
～

6
0
k
m

で
広

範
囲

に
拡

散
し

ま
す

。
ビ

ル
の

外
壁

や
張

ら
れ

て
い

る
タ

イ
ル

、
外

壁
に

取
り

付
け

ら
れ

て
い

る
看

板
な

ど
が

剥
が

れ
落

ち
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

鞄
な

ど
で

頭
を

保
護

し
、

で
き

る
だ

け
建

物
か

ら
離

れ
ま

し
ょ

う
。

●
繁

華
街

で
は

、
オ

フ
ィ

ス
街

に
は

少
な

い
、

店
の

看
板

や
ネ

オ
ン

サ
イ

ン
な

ど
の

落
下

・
転

倒
物

が
加

わ
り

ま
す

。
強

い
揺

れ
に

襲
わ

れ
た

際
に

は
十

分
注

意
し

ま
し

ょ
う

。

車
で

避
難

し
な

い

●
地

震
発

生
時

は
、
消

防
車

な
ど

の
緊

急
車

両
の

通
行

を
確

保
す

る
事

が
大

切
で

す
。
皆

が
車

を
使

っ
て

避
難

す
る

と
緊

急
車

両
や

避
難

す
る

人
た

ち
の

邪
魔

に
な

り
、
混

乱
を

大
き

く
し

て
し

ま
い

ま
す

。
山

間
部

の
土

砂
災

害
危

険
地

域
や

歩
行

困
難

な
老

人
や

病
人

の
い

る
家

庭
な

ど
、
ど

う
し

て
も

車
を

使
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

場
合

以
外

は
、
徒

歩
で

避
難

し
ま

し
ょ

う

自
動

車
に

乗
っ

て
い

る
時

●
急

ブ
レ

ー
キ

を
踏

め
ば

予
想

外
の

事
故

を
引

き
起

こ
す

こ
と

に
つ

な
が

り
ま

す
。

●
揺

れ
を

感
じ

た
ら

　
１
: 急

ブ
レ

ー
キ

は
禁

物
で

す
。

ハ
ン

ド
ル

を
し

っ
か

り
握

り
、

前
後

の
車

に
注

意
し

な
が

ら
徐

々
に

ス
ピ

ー
ド

を
落

と
し

、
道

路
の

左
側

に
停

車
し

ま
す

。
　

２
: エ

ン
ジ

ン
を

切
り

、
揺

れ
が

お
さ

ま
る

ま
で

は
車

外
に

出
ず

、
カ

ー
ラ

ジ
オ

か
ら

情
報

を
入

手
し

ま
す

。
　

３
: 避

難
の

必
要

が
あ

る
場

合
は

、
車

の
キ

ー
は

つ
け

た
ま

ま
に

し
、

ド
ア

を
ロ

ッ
ク

し
な

い
で

、
窓

を
閉

め
ま

す
。

　
４
: 連

絡
先

を
見

え
る

と
こ

ろ
に

書
き

、
車

検
証

な
ど

の
貴

重
品

を
持

ち
、

徒
歩

で
避

難
し

ま
す

。
●

車
で

の
避

難
は

、
緊

急
自

動
車

な
ど

の
妨

げ
に

な
り

ま
す

の
で

や
め

ま
し

ょ
う

。

映
画

館
・
劇

場
に

い
る

時

●
バ

ッ
ク

な
ど

で
頭

を
保

護
し

、
座

席
の

間
に

身
を

隠
し

て
、
揺

れ
が

収
ま

る
の

を
待

ち
ま

し
ょ

う
。

●
天

井
か

ら
の

落
下

物
や

窓
ガ

ラ
ス

等
に

注
意

し
な

が
ら

、
安

全
な

場
所

に
避

難
し

ま
し

ょ
う

。
●

停
電

し
て

も
誘

導
灯

や
非

常
灯

が
つ

き
ま

す
の

で
、
慌

て
ず

に
、
係

員
の

指
示

に
従

い
ま

し
ょ

う
。

●
慌

て
て

出
口

や
階

段
に

殺
到

し
な

い
よ

う
に

し
ま

し
ょ

う
。

●
事

前
に

避
難

口
を

確
認

し
て

お
き

ま
し

ょ
う

。

ス
ー

パ
ー

・
デ

パ
ー

ト
に

い
る

時

●
バ

ッ
ク

や
買

い
物

か
ご

な
ど

で
頭

を
保

護
し

、
シ

ョ
ー

ケ
ー

ス
な

ど
倒

れ
や

す
い

も
の

か
ら

離
れ

ま
し

ょ
う

。
●

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

ホ
ー

ル
や

比
較

的
商

品
の

少
な

い
場

所
、

柱
付

近
に

身
を

寄
せ

ま
し

ょ
う

。
●

ガ
ラ

ス
製

品
や

瀬
戸

物
、

そ
の

他
、

陳
列

棚
の

商
品

な
ど

の
落

下
・
転

倒
に

注
意

し
ま

し
ょ

う
。

●
慌

て
て

出
口

に
殺

到
せ

ず
、

係
員

の
指

示
に

従
い

ま
し

ょ
う

。
●

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

が
動

い
て

い
た

と
し

て
も

、
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
に

よ
る

避
難

は
し

な
い

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

。

崖
付

近
に

い
る

時

●
落

石
に

注
意

し
、

急
傾

斜
地

な
ど

危
険

な
場

所
か

ら
遠

ざ
か

り
ま

し
ょ

う
。

●
登

山
や

ハ
イ

キ
ン

グ
で

山
に

い
る

時
に

強
い

揺
れ

に
襲

わ
れ

た
場

合
に

は
、

ま
ず

落
石

か
ら

身
を

守
り

ま
し

ょ
う

。
●

地
震

で
地

盤
が

ゆ
る

み
、

崩
れ

や
す

く
な

っ
て

い
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

の
で

、
ガ

ケ
や

急
傾

斜
地

な
ど

危
険

な
場

所
に

は
近

づ
か

な
い

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

。

●
 が

け
を

背
に

し
た

家
屋

で
は

、
普

段
か

ら
が

け
か

ら
離

れ
た

部
屋

を
生

活
の

中
心

に
し

ま
し

ょ
う

。
と

っ
さ

に
外

に
逃

げ
出

せ
る

よ
う

室
内

の
避

難
通

路
を

確
保

す
る

こ
と

も
忘

れ
ず

に
。

シ
ー

ン
11

シ
ー

ン
16

シ
ー

ン
15

シ
ー

ン
20

シ
ー

ン
14

シ
ー

ン
19

シ
ー

ン
13

シ
ー

ン
18

シ
ー

ン
12

シ
ー

ン
17
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バ
ス
に
乗
っ
て

い
た
ら

電
車
に
乗
っ
て

い
た
ら

地
下
鉄
に
乗
っ

て
い
た
ら

新
幹
線
に
乗
っ

て
い
た
ら

【
実
践
編
】

津
波
編

津
波
の

ス
ピ
ー
ド

繰
り
返
し

襲
っ
て
く
る

津
波
の
高
さ

引
き
潮
の
後

津
波
？

浸
水
高

シ
ー

ン
２
１

シ
ー

ン
２
２

シ
ー

ン
２
３

シ
ー

ン
２
４

シ
ー

ン
２
５

シ
ー

ン
２
６

シ
ー

ン
２
７

シ
ー

ン
２
８

シ
ー

ン
２
９

シ
ー

ン
３
０
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津
波

編

津
波

は
地

震
発

生
後

、
あ

っ
と

い
う

間
に

や
っ

て
く
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

海
岸

に
い

る
と

き
に

強
い

地
震

や
長

い
時

間
の

揺
れ

を
感

じ
た

ら
、
津

波
警

報
の

有
無

に
か

か
わ

ら
ず

、
一

刻
も

早
く
そ

の
場

を
離

れ
て

、
高

台
な

ど
の

安
全

な
場

所
に

避
難

し
ま

し
ょ

う
。

新
幹

線
に

乗
っ

て
い

た
ら

●
新

幹
線

は
早

期
地

震
検

知
警

戒
シ

ス
テ

ム
（
ユ

レ
ダ

ス
）
が

作
動

し
て

緊
急

停
車

し
ま

す
。

　●
高

速
走

行
し

て
い

る
場

合
が

多
い

の
で

、
座

席
に

座
っ

て
い

る
場

合
に

は
、

前
に

飛
び

出
さ

な
い

よ
う

に
座

席
の

間
に

体
を

隠
し

、
立

っ
て

い
る

場
合

に
は

手
す

り
を

し
っ

か
り

握
っ

て
転

倒
し

な
い

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

。

●
停

車
後

は
、

乗
務

員
の

指
示

に
従

い
ま

し
ょ

う
。

地
下

鉄
に

乗
っ

て
い

た
ら

●
震

度
５
弱

程
度

の
揺

れ
を

観
測

し
た

場
合

に
運

転
を

停
止

し
、

線
路

途
中

な
ら

安
全

を
確

認
し

、
低

速
で

最
寄

り
の

駅
に

向
か

い
ま

す
。

●
地

下
鉄

の
運

行
速

度
は

時
速

4
0
～

5
0
k
m

程
度

で
す

。
●

座
席

に
座

っ
て

い
る

場
合

に
は

、
低

い
姿

勢
を

と
っ

て
頭

部
を

鞄
な

ど
で

保
護

し
、

立
っ

て
い

る
場

合
に

は
手

す
り

や
つ

り
革

を
し

っ
か

り
握

っ
て

転
倒

し
な

い
よ

う
に

し
ま

し
ょ

う
。

●
停

電
に

な
っ

て
も

非
常

灯
が

1
時

間
程

度
は

点
灯

す
る

の
で

、
慌

て
ず

に
行

動
し

ま
し

ょ
う

。
●

地
下

鉄
に

よ
っ

て
は

高
圧

電
線

が
線

路
脇

に
設

置
さ

れ
て

い
る

の
で

、
勝

手
に

線
路

に
飛

び
降

り
る

と
大

変
危

険
で

す
。

●
停

車
後

は
、

乗
務

員
の

指
示

に
従

い
ま

し
ょ

う
。

電
車

に
乗

っ
て

い
た

ら

●
強

い
揺

れ
を

感
知

す
る

と
電

車
は

緊
急

停
車

し
ま

す
。

●
座

席
に

座
っ

て
い

る
場

合
に

は
、
低

い
姿

勢
を

と
っ

て
頭

部
を

鞄
な

ど
で

保
護

し
、
立

っ
て

い
る

場
合

に
は

手
す

り
や

つ
り

革
を

し
っ

か
り

握
っ

て
転

倒
し

な
い

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

。

●
停

車
後

は
、
乗

務
員

の
指

示
に

従
い

ま
し

ょ
う

。

バ
ス

に
乗

っ
て

い
た

ら

●
強

い
揺

れ
を

感
じ

た
場

合
に

、
危

険
を

回
避

す
る

た
め

に
急

ブ
レ

ー
キ

が
踏

ま
れ

る
場

合
も

あ
り

ま
す

。
ケ

ガ
を

し
な

い
よ

う
に

姿
勢

を
低

く
し

た
り

、
手

す
り

や
つ

り
革

を
し

っ
か

り
握

り
ま

し
ょ

う
。

●
座

席
に

座
っ

て
い

る
場

合
に

は
、
低

い
姿

勢
を

と
っ

て
頭

部
を

鞄
な

ど
で

保
護

し
、
立

っ
て

い
る

場
合

に
は

手
す

り
や

つ
り

革
を

し
っ

か
り

握
っ

て
転

倒
し

な
い

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

。
●

停
車

後
は

、
乗

務
員

の
指

示
に

従
い

ま
し

ょ
う

。

浸
水

高

・浸
水

に
よ

る
水

位
毎

に
ド

ア
に

掛
か

る
水

圧
は

以
下

の
通

り
で

あ
る

。

引
き

潮
の

後
津

波
？

•
津

波
の

前
触

れ
と

し
て

必
ず

引
き

潮
が

あ
る

と
は

限
り

ま
せ

ん
。

　
・ま

た
、
津

波
に

よ
る

建
物

被
害

は
上

げ
潮

よ
り

引
き

潮
の

方
が

大
き

い
こ

と
が

あ
り

ま
す

。

津
波

の
高

さ

•
 地

形
に

よ
っ

て
は

津
波

の
高

さ
は

想
像

以
上

で
す

・　
5
0
cm

の
津

波
が

遡
上

す
る

と
人

間
は

立
っ

て
い

ら
れ

ず
泳

げ
な

い
人

は
流

さ
れ

て
命

の
危

険
に

襲
わ

れ
ま

す

・　
５
ｍ

の
津

波
が

遡
上

す
る

と
木

造
２
階

建
て

の
家

も
流

さ
れ

て
し

ま
い

ま
す

繰
り

返
し

襲
っ

て
く
る

•
 津

波
は

繰
り

返
し

襲
っ

て
き

ま
す

。

•
 警

報
・
注

意
報

が
解

除
さ

れ
る

ま
で

は
海

岸
に

近
づ

か
な

い
よ

う
に

。

津
波

の
ス

ピ
ー

ド

•
 深

海
で

の
津

波
の

速
さ

は
ジ

ェ
ッ

ト
機

並
み

。

•
 沿

岸
部

で
も

短
距

離
選

手
な

み
の

ス
ピ

ー
ド

。

シ
ー

ン
21

シ
ー

ン
26

シ
ー

ン
25

シ
ー

ン
30

シ
ー

ン
24

シ
ー

ン
29

シ
ー

ン
23

シ
ー

ン
28

シ
ー

ン
22

シ
ー

ン
27



３
．
継
続
的
な
訓
練
の
実
施

 

訓
練
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
計
画
的
に
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

 
一
人
で
も
多
く
の
社
員
が
参
加
で
き
る
日
時
を
設
定
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
場
所
に
つ
い
て
も
地
域
の
人
が
よ
く
知
っ
て
お
り
、

 
か
つ
十
分
な
広
さ
と
安
全
性
が
確
保
さ
れ
た
場
所
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

 
路
地
裏
等
で
実
施
す
る
場
合
に
は
、
車
両
が
通
行
し
な
い
路
地
を
選
び
、
交
通
事
故
等
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

 
ま
た
、
訓
練
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
動
き
や
す
い
服
装
や
資
機
材
の
事
前
点
検
、
訓
練
内
容
に
よ
っ
て
は
天
候
に
も
注
意
が
必
要
で
す
、

 
参
加
者
の
体
調
管
理
も
含
め
、
事
故
防
止
に
努
め
、
け
が
の
な
い
よ
う
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

 

目
 的

 
基
本
指
針

 

目
標
決
定

計
画
立
案

実
施

 

点
検

 
評
価

 

是
正

 
改
善

 

次
回
訓
練
検
討

 

正
し
い
知
識
、
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
を
心
が
け
る
。

 
ど
う
い
う
目
的
で
訓
練
を
行
う
の
か
で
、
訓
練
種
別
は
異
な
っ
て
く
る
。

 

予
め
防
災
に
関
す
る
知
識
や
地
域
の
危
険
状
況
に
つ
い
て
学
習
す
る
機
会
を
設
け
、
防
災
の
知
識
等
を

深
め
な
が
ら
、
実
際
の
活
動
を
通
じ
て
段
階
的
に
活
動
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
い
く
。

 

訓
練
に
当
た
っ
て
は
、
事
故
防
止
に
努
め
、
災
害
時
要
援
護
者
に
も
配
慮
し
た
効
果
的
な

 
訓
練
内
容
と
す
る
。

ま
た
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
訓
練
内
容
と
す
る
。

 

訓
練
に
使
用
し
た
災
害
救
助
工
具
等
の
用
品
を
点
検
し
、
参
加
者
の
要
望
、
意
見
を
集
約
す
る
。

 
訓
練
終
了
後
に
、
検
討
会
を
行
う
。

 

参
加
者
か
ら
の
意
見
や
役
員
会
に
お
い
て
出
さ
れ
た
提
案
等
を
参
考
に
、
短
時
間
で
も
行
え
る
訓
練
の

実
施
方
法
や
近
隣
の
組
織
と
の
連
携
等
、
改
善
策
を
検
討
す
る
。

 

改
善
し
た
内
容
で
、
改
め
て
訓
練
を
実
施
す
る
た
め
、

 
実
施
計
画
を
立
て
次
回
の
訓
練
に
向
け
て
準
備
す
る
。
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防災備蓄の薦め 
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地
震

・
津

波
編

直
後

１
～

２
分

後
３
分

後
５
分

後
１
０
分

後
３
０
分

後

退
避

避
難

消
火

救
助

救
護

情
報

連
絡

飲
料

食
料

便
所

寝
具

照
明

そ
の

他

災
害

時
に
必

要
と
思

わ
れ

る
物

　
【
記

入
シ
ー
ト
】
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地
震

・
津

波
編

２
時

間
後

４
時

間
後

１
２
時

間
後

当
日

の
夜

２
～

３
日

後
４
～

７
日

後

退
避

避
難

消
火

救
助

救
護

情
報

連
絡

飲
料

食
料

便
所

寝
具

照
明

そ
の

他

災
害

時
に
必

要
と
思

わ
れ

る
物

　
【
記

入
シ
ー
ト
】
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地
震

・
津

波
編

直
後

１
～

２
分

後
３
分

後
５
分

後
１
０
分

後
３
０
分

後

退
避

退
避

場
所

避
難

ﾗ
ｲ
ﾌ
ｼ
ﾞｬ
ｹ
ｯ
ﾄ､
浮

く
ﾘ
ｭ
ｯ
ｸ
､

髙
い
場

所
、

靴
、
非

常
持

出
品

服
、
靴

、
避

難
誘

導
旗

、
地

図
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

消
火

消
火

器
、
消

火
栓

、
バ

ケ
ツ
、

救
助

笛
、

バ
ー
ル

、
ジ
ャ
ッ
キ
、
丸

太
、

軍
手

救
護

ガ
ー
ゼ

、
タ
オ
ル

、
消

毒
綿

、
ビ
ニ
ー
ル

袋
・
手

袋
、
添

木
、

三
角

巾
、

情
報

家
族

の
連

絡
先

近
隣

の
住

民
情

報
社

員
の

情
報

災
害

時
要

介
護

者
情

報

ラ
ジ
オ
、
防

災
無

線
、

パ
ソ
コ
ン
、
携

帯
電

話

避
難

場
所

情
報

、
避

難
所

情
報

、
避

難
判

断
結

果
情

報

地
震

情
報

、
被

災
情

報
、

火
災

情
報

、
余

震
情

報

連
絡

防
災

無
線

、
携

帯
電

話
、

公
衆

電
話

、
紙

、
筆

記
具

、
中

継
地

点
、
小

銭
安

否
情

報
、
小

銭

飲
料

食
料

便
所

寝
具

照
明

そ
の

他

災
害

時
に
必

要
と
思

わ
れ

る
物

　
【
ヒ
ン
ト
集

】
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地
震

・
津

波
編

２
時

間
後

４
時

間
後

１
２
時

間
後

当
日

の
夜

２
～

３
日

後
４
～

７
日

後

退
避

避
難

現
金

プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保

護
用

品
、

女
性

用
品

、
乳

児
用

品
、

現
金

洗
浄

用
品

、
簡

易
浴

場
、

現
金

消
火

救
助

救
護

包
帯

、
布

カ
イ
ロ
、
毛

布
、

ア
ル

ミ
シ
ー
ト

経
口

補
水

塩
、

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
、

砂
糖

・
塩

・
飲

料
水

情
報

透
析

医
所

在
地

情
報

災
害

時
指

定
病

院
情

報
避

難
所

支
援

情
報

避
難

所
支

援
情

報
避

難
所

支
援

情
報

連
絡

負
傷

者
収

容
人

数
安

否
確

認
情

報
転

入
出

人
数

飲
料

水
道

水
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

給
水

車
用

ポ
リ
タ
ン
ク
、

ポ
リ
バ

ケ
ツ
、
粉

末
飲

料

食
料

乾
パ

ン
、
缶

詰
、

レ
ト
ル

ト
パ

ウ
チ
食

品

お
握

り
（
救

援
・
炊

出
し
）

カ
ッ
プ
麺

・
味

噌
汁

（
加

熱
が

可
能

な
ら
）

新
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク

（
日

常
食

材
）

便
所

簡
易

ト
イ
レ
、
携

帯
ト
イ
レ

仮
設

ト
イ
レ

仮
設

ト
イ
レ

寝
具

車
、
ア
ル

ミ
シ
ー
ト
、
毛

布
車

、
ア
ウ
ト
ド
ア
ベ
ッ
ド
、

エ
ア
ー
ベ
ッ
ド
、
エ
ア
ー
マ
ッ
ト

車
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ベ
ッ
ド
、

エ
ア
ー
ベ
ッ
ド
、
エ
ア
ー
マ
ッ
ト

照
明

懐
中

電
灯

、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
タ
ン
、
乾

電
池

ガ
ス
発

電
機

、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

ガ
ス
発

電
機

、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

そ
の

他
ビ
ニ
ー
ル

袋
、
紙

食
器

、
サ

ラ
ン
ラ
ッ
プ
、
箸

、
紙

コ
ッ
プ

プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
コ
ン
ロ
、

パ
ト
ロ
ー
ル

用
品

、
医

薬
品

（
慢

性
疾

患
用

含
む

）

娯
楽

品
（
Ｔ
Ｖ
・
ゲ
ー
ム

機
等

）
嗜

好
品

（
ア
ル

コ
ー
ル

含
む

）
ペ
ッ
ト

災
害

時
に
必

要
と
思

わ
れ

る
物

　
【
ヒ
ン
ト
集

】
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経
過
時
間

品
名

写
真
・
イ
ラ
ス
ト

参
考
価
格

経
過
時
間

品
名

写
真
・
イ
ラ
ス
ト

参
考
価
格

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

\
６
，
２
６
４

ジ
ャ
ッ
キ

￥
６
２
，
５
０
０

（
４
個
セ
ッ
ト
）

浮
く
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク

\
６
，
８
０
４

軍
手

￥
２
，
９
１
６

非
常
持
出
袋

￥
３
，
８
０
１

３
分
後

救
護

災
害
組
織
用
救
急
箱

\
２
７
，
７
１
２

（
２
０
人
分
）

消
火
器

￥
３
，
２
０
０

５
分
後

情
報

ラ
ジ
オ

￥
１
，
０
０
０

笛
￥
４
１
９

小
銭

時
価

バ
ー
ル

￥
４
，
４
５
４

耐
水
メ
モ

￥
２
７
０

（
１
０
０
均
あ
り
）

１
～
２
分
後

避
難

３
分
後

救
助

３
分
後

救
助

５
分
後

連
絡
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経
過
時
間

品
名

写
真
・
イ
ラ
ス
ト

参
考
価
格

経
過
時
間

品
名

写
真
・
イ
ラ
ス
ト

参
考
価
格

５
分
後

連
絡

筆
記
具

キ
ャ
ッ
プ
付
き

携
帯
用
え
ん
ぴ
つ

1
0
本
組

￥
１
０
８

ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー

￥
１
０
６
，
９
２
０

避
難
誘
導
旗

￥
１
，
５
０
０

ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー

￥
３
０
，
０
９
６

地
図

￥
８
６
４

カ
イ
ロ

￥
４
４
３

（
１
０
０
均
あ
り
）

１
０
分
後

情
報

乾
電
池

（
単
３
×
３
本
）

水
を
入
れ
て
使
用

２
０
年
保
存
可
能

￥
４
０
０

ア
ル
ミ
シ
ー
ト

￥
４
４
９

（
１
０
０
均
あ
り
）

１
０
分
後

連
絡

災
害
時
伝
言
板

携
帯
版

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
版

無
料

毛
布

￥
２
，
９
８
０

３
０
分
後

情
報

モ
バ
イ
ル

バ
ッ
テ
リ
ー

￥
３
，
９
９
９

１
２
時
間
後

救
護

経
口
補
水
液

￥
３
，
８
８
８

１
０
分
後

避
難

２
時
間
後

救
護

４
時
間
後

救
護
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経
過
時
間

品
名

写
真
・
イ
ラ
ス
ト

参
考
価
格

経
過
時
間

品
名

写
真
・
イ
ラ
ス
ト

参
考
価
格

当
日
の
夜

避
難

現
金

時
価

当
日
の
夜

便
所

簡
易
ト
イ
レ

水
な
し

３
０
回
分

￥
２
，
８
０
０

当
日
の
夜

飲
料

水 ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

￥
９
４
７

当
日
の
夜

寝
具

寝
袋

冬
季
用

１
人
用

￥
２
，
９
８
０

缶
詰
パ
ン

￥
３
９
９

当
日
の
夜

照
明

ラ
ン
タ
ン

L
E
D
　
乾
電
池
使
用

連
続
６
日
間
使
用
可

￥
２
，
３
０
０

（
１
０
０
均
あ
り
）

缶
詰
お
か
ず

￥
２
，
２
６
８

ロ
ー
ル
ポ
リ
袋

2
,8
0
0
枚

￥
１
，
０
８
４

（
１
０
０
均
あ
り
）

レ
ト
ル
ト
食
品

￥
１
０
，
４
０
０

紙
皿

特
用
ど
ん
ぶ
り

５
０
枚
入
り

￥
９
２
９

（
１
０
０
均
あ
り
）

当
日
の
夜

便
所

携
帯
ト
イ
レ

（
男
性
用
）

￥
３
４
６

（
１
０
０
均
あ
り
）

紙
コ
ッ
プ

容
量
：
2
0
5
m
l

３
０
個
入
り

￥
２
０
０

当
日
の
夜

食
料

当
日
の
夜

そ
の
他
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経
過

時
間

品
名

写
真

・
イ
ラ
ス
ト

参
考

価
格

経
過

時
間

品
名

写
真

・
イ
ラ
ス
ト

参
考

価
格

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

\
６
，
２
６
４

ジ
ャ
ッ
キ

￥
６
２
，
５
０
０

（
４
個

セ
ッ
ト
）

浮
く
リ
ュ
ッ
ク
サ

ッ
ク

\
６
，
８
０
４

軍
手

￥
２
，
９
１
６

非
常

持
出

袋
￥

３
，
８
０
１

３
分

後
救

護
災

害
組

織
用

救
急

箱
\
２
７
，
７
１
２

（
２
０
人

分
）

消
火

器
￥

３
，
２
０
０

５
分

後
情

報
ラ
ジ
オ

￥
１
，
０
０
０

笛
￥

４
１
９

小
銭

時
価

バ
ー
ル

￥
４
，
４
５
４

耐
水

メ
モ

￥
２
７
０

（
１
０
０
均

あ
り
）

１
～

２
分

後
避

難

３
分

後
救

助

３
分

後
救

助

５
分

後
連

絡



52

経
過
時
間

品
名

写
真
・
イ
ラ
ス
ト

参
考
価
格

経
過
時
間

品
名

写
真
・
イ
ラ
ス
ト

参
考
価
格

ア
ウ
ト
ド
ア
ベ
ッ
ド

￥
４
，
９
８
０

パ
ト
ロ
ー
ル
用
品

防
犯
腕
章

￥
　
９
１
８

エ
ア
ー
ベ
ッ
ド

￥
１
，
３
５
０

お
薬
手
帳

（
ス
マ
ホ
用
）

無
料

エ
ア
ー
マ
ッ
ト

￥
１
，
２
６
０

お
尻
洗
浄

（
お
尻
ウ
オ
ッ
シ
ャ
ー
）

￥
５
５
５

イ
ン
バ
ー
タ
ー

エ
ン
ジ
ン

ガ
ス
発
電
機

（
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
）

８
２
，
２
８
５

簡
易
浴
場

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

３
本

￥
３
，
０
２
０

（
１
０
０
均
あ
り
）

４
～
７
日

食
料

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク

缶
詰
（
保
存
期
間
５
年
以

上
）

日
常
食
品
（
冷
蔵
庫
）

無
料

２
～
３
日

そ
の
他

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

コ
ン
ロ

￥
２
，
７
４
３

４
～
７
日

そ
の
他

嗜
好
品

ア
ル
コ
ー
ル

（
依
存
症
に
注
意
、

避
難
所
は
禁
酒
）

￥
３
５
０

４
～
７
日

避
難

２
～
３
日

そ
の
他

２
～
３
日
後

寝
具

２
～
３
日
後

照
明
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防災備蓄の基本的 な要素 
企業の防災備蓄は、 
１．帰宅が困難な従業員が一定期間事業所内にとどまれるようにするための物資 
２．帰宅ルートの安全が確認できた社員を帰宅させる際の配布物 
３．建物や備品の損傷、倒壊、転倒に備えた救助、救護用品 
などが対象となります。 
備蓄物品や備蓄量は、 
１．貴社のオフィスの状態や従業員の就業状況 
２．会社として災害時の初期初動対応、帰宅困難者対策をどのような方針とするか 
によって、備蓄するべき物品が決まります。 
 
また、備蓄量の目安としては、 
３日分を設定することが一般的になっていますが、災害のレベル（規模・範囲）によっては７日とか１４

日とか３０日の備蓄が必要となる場合が考えられますので、よく検討する必要があります。  
 
 

防災備蓄時の注意事項  
 選定時の注意事項

配布方法、配布量の方針を予め決めること：備蓄品目、備蓄量を決めないと、配布時に混乱をき

たすことになります。

消費期限を揃えて調達すること：個別に消費期限を迎えて、品目ごとに調達する必要が生じ、手

間もコストもかかります。

複数社から見積を取得すること：備蓄品は、金額、内容共に妥当性が低くなる可能性があります。

 保管時の注意事項
保管環境を適切に保つこと：備蓄品の多くは保存用に密閉されていますが、温度、湿度、粉塵な

どの対応が必要です。

荷崩れしにくくしておくこと：地震の際に散乱して、持ち出しに時間がかかったり、保管場所の

入口をふさいでしまったりしますので、丈夫な箱に入れて適切な積み上げ方をしたり、棚に整理

するなどしておきましょう。

地震の際に個人で持ち出すようにすること：事業所等の建物が新耐震基準を満たしていない場合、

強い揺れで倒壊したり、立ち入りが規制されたりするおそれがあるため、備蓄品は予め配布する

ことを推奨します。

現物で確認すること：備蓄品の使用期限は、購入時からではなく、工場出荷時からの期間で設定

されている物が多いため、購入記録などで管理するのは望ましくありません。

定期的に保管状態の確認をすること：使用期限まで放置するのは望ましくありません。

 更新時の注意事項
配布して消費すること：備蓄期限切れの備蓄品は、廃棄してしまうのではなく、災害発生時の訓

練も兼ねて使用することが望ましいです。

消費期限切れの食品を配布しないこと：備蓄品を更新する場合は、余裕を持った日程で実施する

ことが望ましいです。

新しい備蓄品が納品された後で廃棄・配布すること：備蓄期限切れになる備蓄品を廃棄、配布す

る場合は、備蓄品の在庫が途切れる期間が生じないようにしましょう。
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防災検討委員会委員からのメッセージ（発行にあたって） 

 

焼津市魚仲水産加工業協同組合 服部 敏之 委員 

近年、さまざまな大規模自然災害が多発しており、それは、いつ、どこで発生するか予測できません。 

しかし、常日頃からの備え、すなわち 「災害に関する正しい知識を持ち、いざという時に落ち着いてあら 

かじめ決められた行動をできるようにしておく」 ことにより、被害を小さくすることが可能です。この企業防災

チェックリストが少しでも、そのお役に立つことができれば幸いです。 

 

青島ポンプ工業株式会社 青島 直久 委員 

災害と一口に言っても多種多様で、台風のように事前に準備ができるものもあれば、地震のように突然の

ものもあります。 

私達は災害が起こった時には非常に危機感を感じますが、「喉元過ぎれば熱さを忘れる」でつい忘れが 

ちになってしまいます。 

これからは、企業防災チェックリストを大いに活用し「忘災」から「防災」へお役立ていただければ幸いです。 

 

株式会社焼津水産振興センター 村松 正直 委員 

「東海地震説」以来、４０年近くが経過しようとしている現在でも、企業として、何をどのように、いつまでに

備えたらよいのか、未だ悩んでいる企業も多いのではないでしょうか。 

今回、企業防災チェックリストの作成に携わらせて頂き、企業防災の重要性を再認識し、改めて当社にお

いても、この企業防災チェックリストを参考として、背伸びをせずにできることをコツコツと進めていきたいと考

えています。 

 

アステラスファーマテック株式会社 藤田 正隆 委員 

企業は地域に存在し地域の従業員が働く場所であり、防災の中心的役割を果たすことを再認識しました。 

その機能を発揮するために、今回、職場で活用できる冊子にすべく工夫しました。 

企業の防災活動の高質化は、地域の防災を高めることに繋がります。 

共にいいものを作っていきましょう！ 

 

有限会社塩川新聞舗 塩川 彰 委員 

もはや大地震や津波のみならず、異常気象がもたらすゲリラ豪雨による水害や台風・竜巻、また今後予想 

される火山噴火や原子力災害等、この企業防災チェックリストが会員事業所のあらゆる防災の取り組みの参

考になればと思います。 

 

有限会社佐藤塗装工業 古谷 光子 委員 

災害に対する備えで大切な事は「こういう時にはこうする！」という具体的な行動指標です。 

私達事業者は、従業員とその家族の安全を確保し会社を守り、また周辺住民の救護・救援といった社会的 

責任があります。その為に必要な企業防災チェックリストができたと自負しています。 

いつ来るかわからない災害のことです。真摯に受け止めてこの冊子をご精読頂きたいと思います。 



55

防災対策研究委員会 

平成 24 年 7 月 25 日～平成 25年 10 月 31 日 

 委員氏名 事業所名 備考 

1 北村 幸男 焼津信用金庫 顧問 委員長・副会頭 

2 齋田 久人 (株)サイダＵＭＳ 代表取締役会長ＣＥＯ 常議員 

3 橋本 勝策 (株)橋本組 代表取締役 常議員 

4 服部 敏之 焼津市魚仲水産加工業協同組合 代表理事組合長 常議員 

5 山田 昌宏 焼津漁業協同組合 常務理事 常議員 

6 青島 直久 青島ポンプ工業(株) 代表取締役 議員 

7 
岩邉 勝俊 

植松 章司 
東海造船運輸(株) 代表取締役社長 

議員  ～H25.3.31 

議員     H25.3.31～ 

8 塩川  彰 (有)塩川新聞舗 代表取締役 議員 

9 大井 基明 焼津運送(株) 代表取締役社長 議員 

10 市川  保 協同組合焼津水産加工センター 事務局長 議員（代理） 

11 松田 敏孝 (株)サンロフト 代表取締役社長 会員 

 

防災検討委員会 

平成 26 年 4 月 1日～平成 28 年 10 月 31 日 

 委員氏名 事業所名 備考 

1 
北村 幸男 

小原 照光 

焼津信用金庫 顧問 

(株)コハラ 代表取締役 

委員長・副会頭 ～H27.9.9 

委員長・副会頭   H27.9.9～ 

2 服部 敏之 焼津市魚仲水産加工業協同組合 代表理事組合長 常議員 

3 青島 直久 青島ポンプ工業(株) 代表取締役 議員 

4 
増田  洋 

村松 正直 
(株)焼津水産振興センター 代表取締役 

議員  ～H26.6.4 

議員   H26.6.5～ 

5 藤田 正隆 アステラスファーマテック（株） 議員（代理） 

6 塩川  彰 (有)塩川新聞舗 代表取締役 議員 

7 古谷 光子 (有)佐藤塗装工業 女性会 

 

オブザーバー参加者 

 氏名 所   属 期間 

１ 
岡本 康夫 

岩谷 壽夫 
焼津商工会議所 専務理事 

H24.7.25～H27.9.9 

H27.9.9～ 

２ 奥山 良一 奥山事務所 代表 H27.1.20～ 

 

事務局 

 氏名 所   属 期間 

１ 岡田 國治 中小企業相談所 所長 H24.7.25～ 

２ 林  直弘 中小企業相談所 係長 H24.7.25～ 
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（順不同）

引用元 資料名

小規模企業基本法概要

小規模企業支援法概要

地区防災計画ガイドライン

国土強靭化基本計画の概要

国土強靭化アクションプラン２０１５の概要

消防庁 防災マニュアル

静岡県 東海地震企業防災実態調査結果の概要

長野県松川町 防災訓練実践マニュアル

千葉県浦安市 防災の手引き

引用元一覧表

中小企業庁

内閣府



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成２７年１１月発行 
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